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設立趣意書
少子高齢・人口減少社会の到来を見据え，次世代社会を担う子どもたち

が健やかに成長できる環境を整えるとともに，安心して子育てができる環
境づくりを進めていくことが急務となっています。また，急速に進展する
ＩＣＴ，ＡＩ重視の社会においては，様々なコミュニケーションの形態と
可能性が生まれる一方で，人と人の直接的な対話によるつながりの希薄化
も危惧されていて，人間の社会性の育ちへの懸念も表明されています。さ
らに解が一通りではなかったりまだ解の見つかっていない課題が増大する
ことも予想されていて，それらに創造的に解をつくりだし解決していく力
を育成することは私たちの焦眉の課題となっています。

国立市はこれまでインクルージョンをキーワードにするまちづくりを進
めてきましたが，少子化の進行や家族形態の多様化，地域のつながりの希
薄化等は全国と同じように進行しています。これら家族をとりまく環境の
変化による世帯の孤立化，格差社会の進行や子どもの貧困の問題など，子
どもや子育てをめぐる課題は複雑多様化してきて，ときには深刻化してい
ます。行政のみならず，地域ぐるみで良好な親子関係の形成を支えていく
必要性は，今後ますます高まりをみせていくものと思われます。

こうした課題を乗り越えていくためには，多世代・多様な主体がかかわ
るような地域社会の活性化とそれと連動した子ども育成活動を充実させる
とともに，乳幼児からの教育すなわち保育・幼児教育を充実させその質を
高めることが肝要です。そうしてこそ貧困の連鎖を断ち切り，安心して子
どもを産み育てることのできる環境を創ることができるからです。今世界
中で，乳幼児期からの丁寧な関わりによる育ての保障が重視されるように
なってきています。幼い頃からの大人との愛着・信頼関係の構築，子ども
たちの，自己肯定感の丁寧な育て，そして最後までやり抜こうとする力，
他者と対話する力，自分の気持ちを表現しコントロールする力などの「非
認知スキル」の育てを乳幼児期から丹念に保障する必要性が急速に高まっ
てきているのです。

私たちは，こうした状況に前向きにそして積極的に対応していきたいと
考えています。そのため，この地に新たに「社会福祉事業団」を設立する
ことにいたします。本事業団は，全国に先駆けて国立市が推し進めるソー
シャル・インクルージョンのまちづくりの理念の下，その一環として，保
育・幼児教育環境を積極的に向上させるべく，必要な調査・研究・実践を
熱意をもって行います。そして，子ども一人ひとりが夢と希望を叶え，未
来に向かって光り輝き，自立した生活を営むことができるようになること
をめざして，次世代育成のまちづくりに貢献し，「子どもの最善の利益」
が実現される社会を目指してまいります。
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【法人全体】

Ⅰ．事業報告



1．法人概要
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法人名称

所 在 地

代 表 者

設 立 日

評議員数

役 員 数

職 員 数

経営理念

基本目標

経営方針

沿　  革

社会福祉法人 くにたち子どもの夢・未来事業団（法人番号8012805002872）

　くにたち子どもの夢・未来事業団は、ソーシャル・インクルージョンのまちづくりの理念の

下、全ての人々が共に生き、子ども一人ひとりが夢と希望を叶え、未来に向かって光輝き、自

立した生活を営むことができるために、乳幼児期からの丁寧な関わりによる育ての保障と子育

て家庭の豊かな暮らしにつながる取組を追求します。

　豊かな子育て環境を創造するため、その源となる自然や地域の文化を重んじ、多世代・多様

な主体が関わるような地域社会の活性化とそれと連動した子ども育成活動を充実させるととも

に、乳幼児からの保育・幼児教育を充実させ、その質を高めていきます。

　この取組をもって、次世代育成のまちづくりに貢献し、「子どもの最善の利益」が実現され

る社会を目指していきます。

① 事業の実施に当たっては、一人ひとりがかけがえのない存在であると認められ、年齢、性、

　 しょうがい、国籍、その他あらゆる事柄に起因する差別を受けることなく、共に暮らせる

　 環境づくりに取り組みます。（基本原則・平等性）

② 子どもの育成を第一に考え、子育て家庭の声を大切に、支援のニーズを的確に把握し実行し

    ます。（信頼性・必要性）

③ 施設運営や子育て関連事業の実施に当たっては、安全・安心を心がけ、信頼される運営に努

    めます。（信頼性・安全性）

④ 地域の共生という視点に立ち、地域の交流と力を大切にして、日頃から地域に根ざした活動

    をもって、地域全体で子育て家庭を支援する取組を進めます。（公共性）

⑤ 子育て家庭の生活が豊かになるための取組を進めるに当たっては、創意工夫に心がけ、魅力

　 的かつ創造的な取組を先駆的に進めるよう努めます。（発展性・創造性）

⑥ 職員一人ひとりが生きがいをもって安心して働くことができ、組織全体が活性化し発展でき

    る組織風土を造ります。（発展性・効率性）

【2019（令和1）年】

・ 8 月　国立市より社会福祉法人設立認可を受ける

・ 9 月　法人設立（9月2日）　初代理事長に汐見稔幸氏が就任する

【2020（令和2）年】

・ 4 月　ここすき！ひろば事業を開始（2019年度まで国立市実施事業を継承）

【2021（令和3）年】

・ 2 月　矢川保育園竣工

・ 3 月　東京都知事から矢川保育園の児童福祉施設設置認可を受ける

・ 4 月　矢川保育園開園（国立市立保育園民営化に伴うもの）

【2022（令和4）年】

・10月　くにたち未来共創拠点矢川プラスの指定管理者として指定を受ける

【2023（令和5）年】

・ 4 月　くにたち未来共創拠点矢川プラス開館（指定管理者として施設運営）

　評議員11名（2024年3月31日現在）

　理事長　汐見　稔幸

　東京都国立市富士見台4丁目17番地の65

　71名（2024年3月31日現在）※非常勤職員及び市派遣職員を含む

　理事10名　監事2名（2024年3月31日現在）

　2019（令和1）年9月2日



2．2023（令和5）年度ハイライト
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4月
くにたち未来共創拠点矢川プラス・国立市幼児教育センター開業

くにたち未来共創拠点矢川プラスオープニングイベント開催

矢川保育園入園進級式

「ここすき！」（1歳児通所事業）スタート

5月
こどもの日ワークショップ～矢川プラスを動物園にしよう～の開催

発達サポーター養成講座スタート

「ここすき！プラス」（2歳児通所事業）スタート

東京女子体育大学介護予防教室スタート 高齢者に元気を

6月 矢川プラス音楽の日「つながるライブ」の開催

矢川保育園プール開き

7月

延べ来館者数10万人突破

市内就学前教育施設巡回訪問事業スタート

子育てひろば製作ボランティア「ちくちく活動」スタート

矢川プラス音楽の日「のど自慢大会」の開催

8月

2023年度保育士等キャリアアップ研修開講

夏こそ！やってみやがわ！の開催

くにたち未来共創拠点矢川プラス キッズデザイン賞受賞

（子どもたちの創造性と未来を切り拓くデザイン部門）

9月
矢川メルカード商店会主催なつまつり「サマーデイズナイト」に参画

谷保天満宮例大祭（富士見台四丁目自治会）
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10月
延べ来館者数20万人突破

矢川プラス自衛消防訓練の実施

「やがプラ秋のつながるひろば」の開催

「じどうかんまつり」の開催

矢川保育園 矢川元気っこデー（運動会）の実施

11月 矢川保育園親子ふれあいデー

矢川プラス施設一年点検の実施

12月 矢川保育園令和4年度卒園児童同窓会

矢川保育園餅つき

多世代交流企画「囲碁将棋体験コーナー」スタート

矢川プラス音楽の日「クリスマスコンサート」の開催

1月 東京都就学前カンファレンスにて国立市の幼保小連携の取組発表

矢川プラス音楽の日「ジャズにふれる・楽しむ日」の開催

矢川プラスみらいミーティングの開催

2月 矢川保育園 国立第六小学校見学会

矢川保育園 お祝い会

子ども会議 市長発表

3月 矢川保育園卒園式

矢川プラス1周年記念シンポジウム

「安心して学び合える園・学校をつくる」

延べ来館者数30万人突破



3． 2023（令和5）年度決算概要

6

※決算の詳細は『2023年度決算書』を参照ください

資金収支計算書

金額（円）

410,115,021

保育事業収入 252,933,517

その他の事業収入 155,846,927

収益事業収入 962,218

借入金利息補助金収入 229,346

受取利息配当金収入 1,260

その他の収入 141,753

364,674,900

人件費支出 278,574,606

事業費支出 39,319,280

事務費支出 46,417,394

支払利息支出 363,620

45,440,121

0

11,690,672

設備資金借入金元金償還支出 5,232,000

固定資産取得支出 6,458,672

-11,690,672

0

0

14,961,960

積立資産支出 14,961,960

-14,961,960

0

18,787,489

41,347,620

60,135,109

当期資金収支差額計

前期末支払資金残高

当期末支払資金残高

そ

の

他

の

活

動

収

支

その他の活動収入計

その他の活動支出計

施設整備等資金収支差額

施

設

整

備

等

収

支

施設整備等収入計

施設整備等支出計

施設整備等資金収支差額

予備費支出

項目

事

業

活

動

収

支

事業活動収入計

事業活動支出計

事業活動資金収支差額
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事業活動計算書

金額（円）

409,742,662

保育事業収益 252,933,517

その他の事業収益 155,846,927

公益事業収益 962,218

378,245,792

人件費 285,904,991

事業費 39,586,332

事務費 46,417,394

減価償却費 28,712,343

国庫補助金等特別積立金取崩額 -22,375,268

その他の費用 0

31,496,870

372,359

借入金利息補助金収益 229,346

受取利息配当金収益 1,260

その他のサービス活動外収益 141,753

363,620

支払利息 363,620

8,739

31,505,609

23,085,359

54,590,968

0

13,800,000

40,790,968次期繰越増減差額

当期末繰越活動増減差額

前期繰越活動増減差額

サ

ー

ビ

ス

活

動

増

減

当期活動増減差額

サービス活動収益計

サービス活動費用計

サービス活動外収益計

サービス活動外費用計

その他の積立金取崩額

サービス活動増減差額

サ

ー

ビ

ス

活

動

外

増

減

その他の積立金積立額

項目

サービス活動外増減差額
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貸借対照表

資産の部 負債の部

純資産の部

資産の部合計

647,597,952円

負債及び純資産の部合計

647,597,952円

流動資産

125,798,278円

固定資産（基本財産）

403,276,638円

固定資産（その他の固定資産）

118,523,036円

流動負債

79,840,536円

固定負債

111,703,550円

基本金　23,900,000円

国庫補助金等特別積立金

358,962,898円

その他積立金　３２，４００，０００円

次期繰越活動増減差額

４０，７９０，９６８円
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Ⅱ．拠点別事業報告

【1．本部拠点】



1－1．理事会・評議員会等の開催状況

（1）理事会の開催状況（全4回）

【第1回】日 時 2023（令和5）年5月25日（木曜日）18時05分～19時50分
会 場 くにたち未来共創拠点矢川プラス1階多目的ルーム
出席者 理事長，理事7名（欠席2名），監事2名，説明員7名

10

※議案名に「社会福祉法人くにたち子どもの夢・未来事業団」が付くものは記載を省略しています

【第2回】日 時 2023（令和5）年6月20日（火曜日）19時53分～20時20分
会 場 くにたち未来共創拠点矢川プラス1階多目的ルーム（オンライン会議併用）
出席者 理事7名（欠席3名），監事2名，説明員5名

議 事 決議結果

◆業務執行報告 ―

◆決議事項
【第 1 号議案】2022年度事業報告及び決算の承認について
【第 2 号議案】次期役員（理事・監事）選任案
【第 3 号議案】評議員選任・解任委員会委員選任案
【第 4 号議案】評議員候補者推薦案
【第 5 号議案】2023年度第1回評議員選任・解任委員会の招集について
【第 6号議案】2023年度第1回評議員会の招集について

原案可決
原案可決
原案可決
修正可決
原案可決
原案可決

◆報告事項
【その他報告】 ―

◆意見交換 ―

議 事 決議結果

◆業務執行報告 ―

◆決議事項
【第 7 号議案】理事長及び常務理事（業務執行理事）の選任について

【第 8 号議案】 2023年度役員賠償責任保険の加入契約について

理事長:汐見氏
常務理事：平氏
原案可決

◆報告事項
【その他報告】

―



【第4回】日 時 2024（令和6）年3月13日（水曜日）18時～19時50分
             会 場 くにたち未来共創拠点矢川プラス1階多目的ルーム（大）

出席者 理事長，常務理事，理事8名，監事2名，説明員8名
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【第3回】 日 時 2023（令和5）年12月19日（火曜日）17時30分～19時
会 場 くにたち未来共創拠点矢川プラス1階多目的ルーム（大）
出席者 理事長，常務理事，理事6名（欠席2名） ，監事2名，説明員9名

議 事 決議結果

◆業務執行報告 ―

◆決議事項
【第13号議案】矢川プラス建物総合管理業務委託契約の締結について
【第14号議案】短時間勤務職員就業規則の一部改正案
【第15号議案】2023年度補正予算（第2号）案
【第16号議案】2024年度事業計画案
【第17号議案】2024年度予算案
【第18号議案】2023年度第2回評議員会の招集について

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

◆報告事項
【その他報告】 ―

議 事 決議結果

◆業務執行報告 ―

◆決議事項
【第 9 号議案】職員就業規則の一部改正案
【第10号議案】短時間勤務職員就業規則の一部改正案
【第11号議案】職員給与規程の一部改正案
【第12号議案】2023年度補正予算（第1号）案

修正可決
原案可決
原案可決
原案可決

◆報告事項
【報告事項1】国立駅南口子育て支援施設について
【その他報告】

―
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（2）評議員会の開催状況（全2回）

※議案名に「社会福祉法人くにたち子どもの夢・未来事業団」が付くものは記載を省略しています

【第1回】 日 時 2023（令和5）年6月20日（火曜日）17時32分～19時26分
会 場 くにたち未来共創拠点矢川プラス1階多目的ルーム
出席者 評議員10名（欠席1名）
説明員 理事長，監事2名，事務局6名

議 事 決議結果

◆決議事項
【第 1 号議案】2022年度決算の承認について
【第 2 号議案】役員選任案

原案可決
全員選任

◆報告事項
【報告事項1】矢川プラスの運営状況等について
【その他報告】

―

【第2回】 日 時 2024（令和6）年3月25日（月曜日）18時～19時30分
会 場 くにたち未来共創拠点矢川プラス1階多目的ルーム
出席者 評議員9名（欠席2名）
説明員 理事長，常務理事，監事1名，事務局9名

議 事 決議結果

◆報告事項
【報告事項1】矢川プラスの運営状況について ―

◆決議事項
【第 3 号議案】2024年度事業計画案
【第 4 号議案】2024年度予算案

原案可決
原案可決

◆報告事項
【その他報告】 －

（3）評議員選任・解任委員会の開催状況

（4）ハラスメント防止対策委員会の開催状況

【第1回】 日 時 2023（令和5）年5月31日（水曜日）13時30分～14時
会 場 くにたち未来共創拠点矢川プラス2階幼児教育センター
出席者 委 員 5名
説明員 事務局 1名
議 題 評議員選任案

2023（令和5）年度は，ハラスメント防止対策委員会の開催はありませんでした。



1－2．監査の実施状況
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（1）内部監査

日 時 2023（令和5）年5月16日（火曜日）
場 所 くにたち未来共創拠点矢川プラス1階多目的ルーム
出席者 監 事 2名
説明員 事務局 3名
内 容 2022年度事業及び決算に対する監査

※決算書類の確認，理事会等記録，契約書類，決裁書類等の確認 他
結 果 ◇指摘事項はありませんでした。

（2）外部監査

社会福祉法第56条に基づく認可庁（国立市）による法人実地検査については，2023年度対
象法人とならず，実地検査はありませんでした。

※直近実施日：2022（令和4）年3月7日（月曜日）

①社会福祉法人実地検査の実施状況

①監事決算監査の実施状況

②保育所施設実地検査の実施状況

児童福祉法第46条に基づく認可庁（東京都）による保育所施設実地検査については，2023
年度対象施設とならず，実地検査はありませんでした。

※直近実施日：2021（令和3）年12月8日（水曜日）矢川保育園

③補助金に係る実地調査の実施状況

各種補助金等に係る補助金交付者による検査については，2023年度対象とならず，検査は
ありませんでした。

※直近実施日：2022（令和4）年9月2日（金曜日）矢川保育園
検査対象：①東京都保育士等キャリアアップ補助金

②東京都保育サービス推進事業補助金
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（1）2022（令和4）年度決算報告業務

2020（令和2）年度から導入した財務会計システムを活
用して，効率的に決算業務を進めました。また，事業報告書
の作成にあたっては，写真等の掲載も行いながら，わかりや
すい報告書の作成に努めました。

決算関係書類については，福祉医療機構の電子開示システ
ムに届出するとともに，法人ホームページ上に公表しました
。

1－3．決算報告及び予算立案の取組

日 付 内 容

5月16日（火） 監事監査 2022年度決算に係る監査

5月25日（木） 第1回理事会 2022年度決算の承認

6月20日（火） 第1回評議員会 2022年度決算の承認

6月21日（水） 登記申請 財産総額の変更

6月28日（水） 現況報告書の提出 WAM電子開示システムへ届出

6月30日（金） ホームページ公開 決算書類をホームページに掲載

（2）2024（令和6）年度事業計画及び予算立案業務

2023（令和5）年度の各事業の進捗状況及び予算執行状況を勘案しながら，2024（
令和6）年度予算編成を行いました。 予算編成にあたっては，法人運営及び各種事業実
施に対して国，東京都，国立市から補助金を受領している関係上，新規補助金の獲得に
向けた準備など国立市と綿密な連携のもと取り組みました。

作成した事業計画及び予算については，3月開催の理事会及び評議員会において承認の
決議を得ました。また，定款の定めにより，国立市長の承認手続きを行い，2024（令和
6）年度事業計画及び予算について承認を得ました。

＜WAM-NET公開ページ＞
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（1）新人研修（法人全体）

2023（令和5）年4月1日付け採用職員について，各業務に就く前に，法人の考え方や心構え，労
働制度などについての研修を実施しました。

1－4．職員研修の状況

（2）個別研修の受講状況

内容 講師 日にち 参加者数

新人職員としての心構え 細田直哉幼児教育センター長他
2023年

2月25日（土）
12人

2023（令和5）年度に本務職員が参加し個別研修はありませんでした。
※国立市派遣職員のうち，国立市が指名する研修については含まれません。

（3）職員自主研修助成制度による受講状況

①職員自主研修助成制度について

職員が業務時間外に自主的に，①職務に関する知識及び技能の習得が期待できる研修，
②当法人の課題及び運営の効率化に関する研修，③その他当法人の定款に定める事業の
推進に関して参考となる研修を受講した際の受講料を助成する制度。当法人が業務とし
て参加させる研修を除きます。研修内容が上記に合致する場合，受講する費用を支給し
ます。なお，交通費，入会金，資格審査・認定・更新料は除きます。助成金額は，2万
円を上限として実費金額とし，申請は一人年1回まですることができます。

②助成金申請及び交付状況

2023（令和5）年度に本部職員からの助成申請はありませんでした。

※2024（令和6）年4月1日付け採用職員の新人研修については，2024（令和6）年度当初に
実施のため，本事業報告書には未記載となっています。



1－5．職員の状況
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（1）職員の配置状況
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（2）職員の年齢構成

2023（令和5）年度末の法人全体の職員数は72人です。その年齢構成比率は，40歳代
が22人で30.6％を占めて最も多く，次いで60歳代が17人で23.6％，50歳代が15人で
20.8％，30歳代が8人で11.1％の順となっています。最も少ない年代は20歳代と70歳代
の5人6.9％となっています。

これは，矢川保育園が国立市から民営化されたことに伴い，国立市派遣職員として継続
して勤務していることによって，大幅な新規採用を行っていないことが40歳代の正規職員
が多くなっている大きな理由の1つです。

＜2024（令和6）年3月31日時点＞

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

20歳代 #DIV/0! #DIV/0! 5 25.0% 5 10.4%

30歳代 #DIV/0! #DIV/0! 2 10.0% 2 12.5% 1 8.3% 5 10.4%

40歳代 2 40.0% #DIV/0! #DIV/0! 2 40.0% 10 50.0% 6 37.5% 16 33.3%

50歳代 1 20.0% #DIV/0! #DIV/0! 1 20.0% 2 10.0% 1 6.3% 1 8.3% 4 8.3%

60歳代 2 40.0% #DIV/0! #DIV/0! 2 40.0% 6 37.5% 7 58.3% 13 27.1%

70歳代 #DIV/0! #DIV/0! 1 5.0% 1 6.3% 3 25.0% 5 10.4%

合計 5 100.0% #DIV/0! #DIV/0! 5 100.0% 20 100.0% 16 100.0% 12 100.0% 48 100.0%

拠点合計年齢

法人本部 矢川保育園

正規職員 嘱託職員 非常勤職員 拠点合計 正規職員 嘱託職員 非常勤職員

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

20歳代 5 16.7% 5 6.9%

30歳代 2 40.0% 1 8.3% 3 15.8% 4 13.3% 3 10.7% 1 7.1% 8 11.1%

40歳代 1 20.0% 3 25.0% 4 21.1% 13 43.3% 9 32.1% 22 30.6%

50歳代 2 40.0% 7 58.3% 1 50.0% 10 52.6% 5 16.7% 8 28.6% 2 14.3% 15 20.8%

60歳代 1 8.3% 1 50.0% 2 10.5% 2 6.7% 7 25.0% 8 57.1% 17 23.6%

70歳代 1 3.3% 1 3.6% 3 21.4% 5 6.9%

合計 5 100.0% 12 100.0% 2 100.0% 19 100.0% 30 100.0% 28 100.0% 14 100.0% 72 100.0%

非常勤職員 合計年齢

矢川プラス 合計

正規職員 嘱託職員 非常勤職員 拠点合計 正規職員 嘱託職員

また，民営化に伴って，国立市の会
計年度任用職員から当法人の嘱託職員
や非常勤職員となった短時間勤務職員
において，60歳代の職員が多い傾向に
あるほか，60歳の定年退職後に再雇用
職員として引き続き勤務している職員
が法人全体で3人いることが60歳代の
職員数が大きくなっている要因です。

今後の法人運営にあたっては，高い
人件費比率とならないことや人件費の
急激な上昇とならないよう各年代の職
員をバランスよく採用・配置していく
ことができるように採用計画に反映し
ていく必要があります。

※端数処理が小数点第2位を四捨五入している関係で記載数値の合計が100％とならない場合があります。
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（3）国立市職員の受入状況

年 日付 内容 人数 内訳 在籍人数

2021年
4月1日 派遣受入 ＋15人

保育士＋13人
保健師＋ 1 人
栄養士＋ 1 人

15人

6月30日 普通退職 ▲1人 保育士▲ 1 人 14人

2022年
3月31日 派遣終了 ▲3人

保育士▲ 2 人
保健師▲ 1 人

11人

2023年 3月31日 普通退職 ▲2人 保育士▲ 2 人 9人

3月31日 派遣終了 ▲2人 保育士▲ 2 人 7人

2024年 3月31日 派遣終了 ▲2人 保育士▲ 2 人 5人

②矢川保育園職員

①法人本部職員

2019（令和1）年9月の法人設立以来， 「公益的法人等への一般職の地方公務員の派遣
等に関する法律（以下「法」という。）」及び「公益的法人等への国立市職員の派遣等に
関する条例」に基づき，①法人運営にあたる本部職員，②保育士の大幅な入れ替えによる
児童への影響を最小限にし，矢川保育園の継続運営にあたる保育士等職員，③くにたち未
来共創拠点矢川プラスの指定管理業務である施設運営及び事業運営にあたる職員として，
下記のとおり国立市から派遣職員を受け入れました。

年 日付 内容 人数 内訳 在籍人数

2019年 9月1日 派遣受入 ＋2人 事務職＋2人 2人

2022年 3月31日 派遣終了 ▲1人 事務職▲1人 1人

4月1日 派遣受入 ＋1人 事務職＋1人 2人

2023年 7月1日 派遣受入 ＋1人 事務職＋1人 3人

2024年 3月31日 派遣終了 ▲1人 事務職▲1人 2人

4月1日 法人内異動 ＋1人 事務職＋1人 3人

③矢川プラス職員

年 日付 内容 人数 内訳 在籍人数

2022年 11月1日 派遣受入 ＋2人 事務職＋2人 2人

2023年 4月1日 派遣受入 ＋1人 事務職＋1人 3人

2024年 4月1日 法人内異動 ▲1人 事務職▲1人 2人
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（4）職員採用活動の状況

① 正規職員採用

拠点区分 職種 採用月 採用数 採用理由

矢川保育園 看護師 2024年1月 1人 退職者補充

矢川保育園 保育士 2024年4月 3人 退職者・派遣終了補充

矢川プラス 事務職 2024年4月 1人 退職者補充

② 嘱託職員採用

拠点区分 職種 採用月 採用数 採用理由

矢川保育園 保育士 2023年5月 1人 欠員補充

矢川プラス 事務職 2023年7月 1人 病休者対応

矢川保育園 事務職 2023年8月 1人 保育園事務充実

矢川プラス 事務職 2023年8月 1人 来館者増対応

矢川プラス 保育士等 2023年8月 3人 退職者補充・来館者増対応

矢川保育園 保育士 2023年8月 2人 欠員補充

矢川プラス 保育士 2023年10月 1人 退職者補充

矢川プラス 保育士 2024年4月 2人 正職転換補充

③ 非常勤職員採用

拠点区分 職種 採用月 採用数 採用理由

矢川保育園 保育士 2023年8月 1人 欠員補充

矢川保育園 保育補助 2023年11月 1人 欠員補充

矢川保育園 保育補助 2024年4月 1人 欠員補充

矢川保育園 調理員 2024年4月 1人 欠員補充
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1－6．苦情解決の状況

（2）苦情処理の状況

2022（令和4）年度に，苦情解決第三者委員に寄せられた苦情はありませんでした。
※苦情解決第三者委員…藤澤行男氏（評議員・民生委員），笠井香奈氏（監事・弁護士）

①苦情解決第三者委員

②国立市オンブズマン

「国立市総合オンブズマン苦情等処理に関する協定書（令和3年3月31日付）」に基づき，国

立市総合オンブズマンに寄せられた当法人に係る苦情はありませんでした。

（1）苦情解決の取組

当法人では，社会福祉法第82条に規定されている苦情解決の仕組みとして，「社会福
祉法人くにたち子どもの夢・未来事業団苦情解決に関する規程」を定め，苦情解決責任者，
苦情受付担当者，第三者委員を配置して取り組んでいます。矢川保育園においては，苦情
解決責任者を園長，苦情受付担当者を主任保育士として，理事長から任命しています。苦
情解決第三者委員には，厚生労働省通知において例示されている中から評議員1名，監事
1名を充てることとして，理事長から委嘱しています。

また，より中立的に苦情内容を精査するため，国立市オンブズマンと当法人との間で協
定を締結し，当法人に対する苦情についても，国立市オンブズマンにおいて調整を行うこ
とが可能となっています。



1－7．国立駅南口子育て支援施設
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（1）国立駅南口子育て支援施設の設計業務への参画

国立市が進めている国立駅南口子育て子育ち支援施設の整備計画に対し，当法人が持
つ乳幼児期の子どもの育ちや学びの環境づくりの知見を活かすため，設計業務に参画し
ました。

設計に関する打ち合わせにおいては，くにたち未来共創拠点矢川プラスの施設運営の
経験や想定する来館者の年齢を考慮した環境設定等について助言をしました。

引き続き，市の要請に応じて，施設整備に当法人の知見を反映できるように取り組ん
でいくとともに，今後の施設運営に対しても，くにたち未来共創拠点矢川プラスでの経
験を生かし，指定管理者の指定に向けて取り組んでいきます。



1－8．法人本部拠点の支出状況
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決算額 主な支出内容

17,931,949

役員報酬 2,463,800 評議員、役員、各種委員報酬

職員給料 7,436,931 職員給料

職員賞与 1,220,281 職員賞与

退職給付費 89,000 WAM退職者共済

都社協従事者共済掛金事業所負担分

法定福利費 6,721,937 社会保険料及び労働保険料事業所負担分

0

5,138,002

福利厚生費 26,682 職員定期健康診断委託料、

総合福利厚生事業委託料

旅費交通費 345 出張交通費

事務消耗品費 11,428 事務消耗品等購入費

通信運搬費 343,148 郵便料及び光回線利用料、携帯電話料

会議費 42,171 WEB会議システム利用料、理事会等お茶代

業務委託費 770,000 事業団会計業務等支援委託料

手数料 45,760 振込手数料等

保険料 116,000 役員賠償責任保険料

賃借料 3,399,363 複合機賃借料、会計等システム賃借料、

ファイルサーバー等利用料

租税公課 700 収入印紙代

保守料 380,590 複合機保守料、情報ネットワーク保守料

諸会費 1,815 クレジットカード年会費

126,960

退職給付引当資産 126,960 都社協従事者共済会退職共済掛金

23,196,911

科目

合計

事務費支出

事業費支出

人件費支出

積立資産支出

単位：円
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Ⅱ．拠点別事業報告

【2．矢川保育園拠点】



2－1.矢川保育園の概要

24

種　　別

所 在 地

電　　話

ホームページ

開 設 日

特別保育

629.98㎡

年齢 クラス名 定員 869.09㎡

0歳児 ひなぎく 6人 95.31㎡

なでしこ 9人 226.63㎡

すみれ 9人 150.62㎡

2歳児 たんぽぽ 18人 34.62㎡

3歳児 ちゅうりっぷ 20人 3.51㎡

4歳児 すずらん 22人 44.09㎡

5歳児 ひまわり 24人 314.31㎡

目　　的

2021（令和3）年4月1日

※国立市からの民間移譲

延長保育事業，障害児保育事業

利用定員

定員人数

042-575-3177（FAX兼用）

https://www.kunitachi-j.or.jp/yagawa_hoikuen.html

園舎構造

敷地面積

RC造 一部木造　地上2階

1,660.02㎡

うち屋外遊技場823㎡

　

施

設

の

状

況

➢ 今日の友だちとの楽しさを、明日へつなげていけるように

➢ 遊びは子どもたちの生活そのもの

　自分から動き、取り組んで遊ぶことで、健康な身体や自分で考え判断する力、

創造する力を養う

➢ 人と人とのつながりを通して、自分も他人も認め合い、大切にできるように

『みんなで　楽しくあそぼう…　明日も！』

基本理念

調理室

遊戯室

保育室

4.  人との関わりを通して、一人一人が自分の気持ちや考えを十分に表現できる豊

かな心を育てます

3.  自分の体「命」を大切にし、「自分と同じように大切な仲間」と共感できる心

を育てます

2.  全身を使って楽しく遊び、食事、睡眠、排泄等の快い生活習慣を身につけてい

きます

1.  生涯にわたる人間形成の基礎を担う重要な乳幼児期に人への安心と信頼を育み

ます

乳児室・ほふく室

基本方針

園 目 標

108人

内

訳
内

訳

　建築面積

　延床面積

1歳児

入所する乳児及び幼児に対し、適正な保育・教育を提供することを目的とする

1.  ソーシャル・インクルージョンの理念の下、子どもの最善の利益とかけがえの

ない生命を守る

2.  子ども一人ひとりが夢と希望を叶え、未来に向かって光り輝き、自立できる子

どもを育成する

5.  保護者・家族の生活を支える一役を担い、地域の子育て家庭や保護者を支援し

ていきます

その他

乳幼児用トイレ

医務コーナー

〒186-0003

東京都国立市富士見台4丁目17番地の64

認可保育所
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2－2.矢川保育園の運営状況

（1）開園時間・保育時間

（2）利用料金

開 園 日

開園時間

標 準 時 間 認 定 午前7時15分から午後６時15分まで

短 時 間 認 定 午前８時30分から午後４時30分まで

標 準 時 間 認 定 午後６時15分から午後7時15分まで

午前7時15分から午後8時30分まで

午後4時30分から午後7時15分まで

延長保育
短 時 間 認 定

月曜日から土曜日

休 園 日
日曜日、国民の祝日に関する法律に定める国民の祝日、

年末年始（12月29日～1月3日）

午前7時15分から午後7時15分まで

保育時間

保育料

(利用者負担)

【月額】2,500円

【 1回】　500円

【朝延長】　午前7時15分～午後8時30分 【 1回】　500円

【午後延長】午後4時30分～午後6時15分 【 1回】　500円

【通常延長】午後6時15分～午後7時15分 【 1回】　500円

給食費 【月額】4,500円

保護者が居住する市町村が定める利用料（市に支払い）

　※幼児教育・保育の無償化により下記の者は無償となる

　　　2号認定：全ての児童の児童

　　　3号認定：市民非課税世帯の児童

副食費（3～5歳児クラス）

※3～5歳児クラスで、保育所等に在籍する第3子以降の

お子さんや市民税の所得税割額が57,700円未満の世帯

は、給食費を免除。

延長保育料

標準 時間

認 定
午後6時15分～午後7時15分

短 時 間

認 定
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月日 内容

4月  1日（土） 入園進級式
4月27日（木） 4月誕生会
5月17日（水） ひまわり組（5歳児）遠足

5月26日（金） 4歳児遠足（羽村市動物公園）

5月30日（火） 3歳児遠足（羽村市動物公園）

6月20日（火） プール開き

7月 7日（金） 七夕

7月10日（月） 笹もやし

8月31日（木） プール納め

9月 1日（金） 引き渡し訓練

9月  5日（火） 地域交流事業

10月14日（土） 運動会（2・3・4・5歳児クラス）

10月20日（金） 1歳児（高月齢クラス）懇談会

10月22日（日） 保育フェア参加

10月25日（水） 5歳児遠足（小金井公園）

10月31日（火） 4歳児遠足（小金井公園）・2歳児クラス懇談会

11月  2日（木） 芋ほり・4歳児クラス懇談会

11月  8日（水） 3歳児遠足（武蔵国分寺公園）

11月11日（土） 親子ふれあいデー（0・1歳児親子）

11月16日（木） 芋煮うどん会
11月17日（金） 2歳児徒歩遠足（矢川上公園→雨天のため矢川プラス）
12月  1日（金） ひまわりの日

12月 9日（土） 令和4年度卒園児同窓会

12月13日（水） 餅つき

12月16日（土） 古着交換会

12月22日（金） 観劇会・人形劇団「ばなな」（保護者会より）

1月19日（金） お話ろうそく会によるお話し・読み聞かせ（3歳児クラス）

1月22日（月） お話ろうそく会によるお話し・読み聞かせ（2歳児クラス）

1月30日（火） ただじゅんさんによる「お囃子劇場」（保護者会より）

2月15日（木） お祝い会（0～2歳児）

2月16日（金） お祝い会（3～5歳児）

2月20日（火） お祝い会参観日
2月27日（火） 第六小学校見学会（5歳児）
3月  5日（火） 卒園遠足（多摩六都科学館） 

3月  9日（土） 入園説明会

3月13日（水） 乳児遠足（たけのこ遊園，いこいの広場，矢川上公園，矢川緑地）

3月19日（火） 卒園を祝う会

3月23日（土） 卒園式

（3）2023（令和5）年度の主な保育行事の実施状況

① 保育行事実施一覧
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（4）保護者懇談会等の実施状況

0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児

ひなぎく なでしこ すみれ たんぽぽ ちゅうりっぷ すずらん ひまわり

5月11日 5月11日 5月11日 5月11日 6月1日 6月1日 6月1日

11月8日 11月6日 10月31日 10月29日 10月23日 10月25日 11月15日

3月4日 3月6日 3月6日 2月21日 2月26日 2月28日 2月18日

①クラス懇談会の実施状況

（5）保育実習等の受入

保育の専門理論や知識・技術の習得に励む学生の保育実習については，次世代
育成を担う保育士を養成する観点から積極的に受け入れをしました。

依頼元（学校等） 実習期間 人数

東京女子体育短期大学 2023年9月 9日～9月24日 1名

明星大学 2023年11月20日～12月2日 1名

玉川大学
2023年8月 1日～8月15日 1名

2023年8月19日～8月31日 1名

合 計 4名

（6）学生ボランティアの受入

依頼機関 期間 人数

東京女子体育大学
5月～7月（月1回） 6人

10月～12月（月1回） 6人

（7）福祉サービス第三者評価

東京都福祉サービス評価推進機構の定める福祉サービス第三者評価については，東京
都キャリアアップ補助金の交付要件にもなっており，3年に1度の受審が求められている
ものです。直近では2021（令和3）年度に受審をしました。2022（令和4）年度及び
2023（令和5）年度は評価を実施していません。2024（令和6）年度に評価を実施い
たします。
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2－3.矢川保育園職員研修の状況

（2）保育士等キャリアアップ研修の受講状況

研修分野 日時 会場 主催 修了者

乳児保育
9月14日～
12月14日

矢川プラス (福)くにたち子どもの夢・未来事業団 2人

幼児教育
10月5日～
1月25日

矢川プラス (福)くにたち子どもの夢・未来事業団 1人

障害児保育
12月2日～
12月10日

矢川プラス (福)くにたち子どもの夢・未来事業団 1人

保護者支援
子育て支援

8月20日～
10月16日

矢川プラス (福)くにたち子どもの夢・未来事業団 1人

（1）園内研修の実施状況

実施日 会場 研修内容 講師

6月16日
（金）

矢川プラス
多目的ルーム

保育所保育指針で求められる人的環境 井上さく子先生

6月30日
（金）

矢川プラス
多目的ルーム

保育所保育指針で求められる幼児保育 浅村 都 先生

7月14日
（金）

矢川プラス
多目的ルーム

保育所保育指針で求められる乳児保育 汐見 和恵先生

7月28日
（金）

矢川プラス
多目的ルーム

安全管理・危機管理 新保 庄三先生

11月9日
（木）

矢川プラス
多目的ルーム

食と子どもの権利 島本 一男先生

11月24日
（金）

矢川プラス
多目的ルーム

こども理解 星山 麻木先生

2023（令和5）年度は，保育の基本を職員皆で学び合い，何を大事に，何を目指して
保育をしていくのかという，ビジョンや目的を職員皆で明確化していき，「保育の質」の
向上を図りたいとの考え，また，保育所保育指針が改訂されてから5年が経過し，国が目
指し，指針が求めている保育を具体化する方法や，年齢発達にあった保育環境を整備して
いき，保育の質の向上に繋げたいという意図から，様々な視点での園内研修を企画し実施
しました。

年度の後半には，職員会議の場を使い，保育の振り返りや気づきを共有し合うことで，
お互いの学びを深め合ったりしてきました。また，保育士，栄養士が他園で保育体験に入
らせていただいたり，保育士数名が他園の見学に行き保育環境を実際に見せていただき，
学ぶ機会を作ってきました。

これらの学びを職員で共有し，今後，矢川保育園の保育内容・保育環境について，また，
職員間の連携の取り方などについて再確認し，今後も共通認識を深め，共に考え，職員皆
で高まり合っていきたいと思っています。
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（5）救急救命講習の受講状況

研修名 実施団体 受講日 参加者数

上級救急救命講習（再受講）
公益財団法人

東京防災救急協会
2 月12日 1人

（4）職員自主研修助成制度による受講状況

①職員自主研修助成制度について

職員が業務時間外に自主的に，①職務に関する知識及び技能の習得が期待できる研修，
②当法人の課題及び運営の効率化に関する研修，③その他当法人の定款に定める事業の推
進に関して参考となる研修を受講した際の受講料を助成する制度。当法人が業務として参
加させる研修を除きます。研修内容が上記に合致する場合，受講する費用を支給します。
なお，交通費，入会金，資格審査・認定・更新料は除きます。助成金額は，2万円を上限
として実費金額とし，申請は一人年1回まですることができます。

②助成金申請及び交付状況

№ 研修名 交付決定日 終了報告日

1
発達サポーターオンライン基礎講座a
主催：一般社団法人 星と虹色なこどもたち

4月21日 9月19日

2
BLSプロバイダーコース
主催：NPO法人日本ACLS協会

4月21日 5月8日

3
保育学セミナー㏌横浜2023
主催：プランニング開

7月3日 7月24日

4
保育学セミナー㏌横浜2023
主催：プランニング開

7月8日 7月21日

5
2023年GAKKEN夏の講習会
主催：学研

7月6日 8月17日

（3）個別研修の受講状況

研修内容 日時 会場 主催（共催） 修了者

職場環境向上 11月21日 矢川プラス
国立市
(福)くにたち子どもの夢・未来事業団

6人

安全管理 1月26日 矢川プラス
国立市
(福)くにたち子どもの夢・未来事業団

9人
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2－4.矢川保育園の施設維持管理

（1）電気・ガス・上下水道の使用状況

（2）設備修繕の実施状況

項目 年度 電気 ガス 上下水道 合計

使
用
量

2023年度 45,492kWh 9,617㎥ 1,548㎥

2022年度 48,936kWh 10,600㎥ 1,506㎥

前年度比 92.96％ 90.72％ 102.79％

使
用
料

2023年度 1,658,285円 1,348,288円 1,188,432円 4,195,005円

2022年度 2,047,104円 1,756,022円 1,161,423円 4,964,549円

前年度比 81.00％ 76.78％ 102.33％ 84.50％

使用用途 電灯/電源/空調 厨房・空調 厨房・水栓

設備内容 実施業者

エアーファン修繕 ㈱カトービルドシステム

更衣室ロッカー増設対応修繕 ㈱カトービルドシステム

厨房水栓修理 ㈱カトーコンストラクション

モータ組品便器洗浄交換修理 TOTOメンテナンス株式会社
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内容 委託業者 実施頻度

エレベーター保守点検業務委託 東芝エレベータ株式会社 毎月

消防設備保守点検業務委託 株式会社千代田防災 年2回

非常通報装置保守点検業務委託 テルウェル東日本株式会社 毎月

園舎機械警備業務委託 株式会社全日警 毎月

寝具乾燥業務委託 アースサポート株式会社 毎月

調理室フード清掃業務委託 河合薬業株式会社 年1回

廃棄物収集・運搬・処分業務委託 株式会社田邉商店 毎週

害虫防除消毒業務委託 株式会社吉田消毒多摩営業所 年1回

園庭整備業務委託 公益社団法人シルバー人材センター 年1回

カーテンクリーニング業務委託 キングラン・メディケア株式会社 年1回

防火設備定期検査業務委託 ビューロベリタスジャパン株式会社 年1回

複合機保守点検業務委託 株式会社大塚商会 毎月

職員採用支援業務委託 株式会社メドレー 1回

（3）保守点検・業務委託

（4）賃貸借

内容 委託業者

複合機賃貸借 三菱HCビジネスリース㈱

無線LAN機器利用 ㈱大塚商会

保育ICTシステム利用 ㈱コドモン

園児健康診断滅菌器具レンタル利用 日本ステリ㈱



2－5．矢川保育園拠点の支出状況
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決算額 主な支出内容

194,582,515

職員給料 55,769,065 職員給料

職員賞与 15,325,739 職員賞与

非常勤職員給与 61,880,856 嘱託職員及び非常勤職員の給料及び賞与

派遣職員費 33,813,605 国立市派遣職員の給料及び賞与に係る費用

退職給付費 1,201,500 WAM退職者共済負担分

法定福利費 26,591,750 社会保険料及び労働保険料事業所負担分

21,438,280

給食費 8,844,830 園児に提供する給食の食材費

保健衛生費 556,458 保健衛生物品、園児健診、細菌検査等費用

保育材料費 3,094,455 保育事業用玩具等購入費、園外保育バス借上料等

水道光熱費 4,194,895 矢川保育園園舎に係る電気、ガス、上下水道料金

消耗器具備品費 3,306,081 保育事業用消耗品、備品等

保険料 75,950 賠償責任保険

賃借料 1,337,996 複合機賃借料，保育支援システム利用料，

無線LAN機器利用料

雑費 27,615

14,463,992

福利厚生費 605,358 職員定期健康診断委託料、

総合福利厚生事業委託料

職員被服費 36,652 保育園職員貸与被服費用

旅費交通費 32,670 出張旅費、園外保育参加職員交通費

研修研究費 416,500 研修参加費用、研修講師謝礼，

自主研修制度助成金

印刷製本費 15,280 写真現像代

修繕費 605,165 園舎設備修繕費用

通信運搬費 301,945 電話通話料、光回線通信料

会議費 7,752 来客用お茶代

業務委託費 2,758,220 機械警備委託，ごみ処理委託，寝具乾燥委託

植栽剪定業務委託

手数料 419,531 振込手数料、計量器検査手数料等

土地・建物賃借料 8,290,592 矢川保育園用地賃借料、

保育士宿舎借上事業用建物賃借料

租税公課 2,250 収入印紙代

保守料 922,227 複合機保守、エレベーター保守、消防設備保守、

学校110番保守等

雑費 49,850 都社協保育部会会費、私立保育園長会会費等

363,620 WAM借入金利息

5,232,000 WAM借入金元金償還

4,797,562

器具及び備品取得 4,797,562 日除けオーニング

6,180,440

退職給付引当資産 880,440 都社協従事者共済会退職共済掛金

施設整備等積立資産 5,300,000 施設整備・修繕等対応用積立資産

247,058,409

科目

人件費支出

事業費支出

事務費支出

合計

固定資産取得支出

積立資産支出

支払利息

資金借入金元金償還支出

単位：円
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Ⅱ．拠点別事業報告

【3．矢川プラス拠点】



3－1.拠点内サービス区分の概要
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（1）サービス区分の概要

サービス区分 内 容

幼児教育センター運営事業 くにたち未来共創拠点矢川プラス内の国立市幼
児教育センター（こどもラボ）の事業として，下
記の各事業を実施しています。
①ここすき！通所事業（指定管理事業）
②幼児教育に関する研究事業（指定管理事業）
③啓発・情報発信事業（指定管理事業）
④研修事業（自主事業）
⑤連携事業（自主事業）
⑥発達支援事業（自主事業）

子育てひろば運営事業 多世代がつながり育ちあう環境づくりを進め，
相談機能や子育て支援機能を備えるまちに開かれ
た子育てひろばを運営しています。
①「ここすきひろば」運営事業（指定管理事業）
②各種子育て相談事業（指定管理事業）
③各種子育て講座事業（指定管理事業）

矢川プラス施設管理運営事
業

くにたち未来共創拠点矢川プラスの施設を適正
かつ良好な状態に維持管理するとともに，多世代
交流や地域の賑わいを創出する事業として，下記
の事業を実施しています。
①施設維持管理事業（指定管理事業）
②広報・情報発信事業（指定管理事業）
③施設活用事業（指定管理事業）
④イベント調整事業（指定管理事業）
⑤地域連携事業（自主事業）



3－2.幼児教育センター運営事業

（1）ここすき！通所事業

事業名称 1歳児通所事業「ここすき！」

担当部署 幼児教育センター

実 施 日

【前期】火曜日グループ 4 月25日～ 9月26日（祝日・8月15日除く）
水曜日グループ  4 月26日～ 9月27日（祝日等除く）
金曜日グループ 4 月28日～ 9月29日（祝日等除く）

【後期】火曜日グループ 10月  1日～ 3月10日（祝日等除く）
水曜日グループ 10月11日～ 3月10日（祝日等除く）
金曜日グループ 10月13日～ 3月10日（祝日等除く）

実施場所 くにたち未来共創拠点矢川プラス こどもラボ（幼児教育センター）

事業目的
ひとりひとりの個性を大切にしながら，子どもが自ら育とうとする力を保護

者と共有し応援していく。また，保護者は子育てを一人で抱え込むことなく，
互いに子どもを見合い育ち合う関係，仲間づくりを目的とする。

事業内容

子どもひとり一人が自分の力を発揮しながら遊べるように，興味や発達に合
わせたコーナー設定を行う。また，栄養士の話や，幼児教育センター細田館長
の話を聞く等，子どもへの理解を深められるような機会を提供する。
◆対象者 ：令和3年4月2日～令和4年4月1日生まれの子どもと保護者
◆募集人数：各日10組

事業成果

◆参加者数
【前期】火曜日グループ10組11名 【後期】火曜日グループ11組11名

水曜日グループ10組11名 水曜日グループ10組10名
金曜日グループ10組10名 金曜日グループ10組10名

同じ悩みを持つ保護者同士で共有したり，スタッフに相談したりすることに
より，保護者が子育てを前向きに捉えられる機会となった。子どもの発達に不
安を感じる保護者は，ここすき！で大切にしていることや，プログラム内での
遊びの様子を適宜フィードバックしていくことで，子どもの発達を理解し，安
心してプログラムに参加できるようになっていった。また，職員間で都度振り
返りを行い，環境設定や活動内容を見直しすることで，より一人ひとりの発達
を促すことが出来た。

細田館長の講座（子どもの発達）を聞いた母親の提案で，父親向けに同様の
講座を行ってほしいとの声があり，「パパゼミ」も開催した。

①1歳児通所事業「ここすき！」
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②2歳児通所事業「ここすき！プラス」

事業名称 2歳児通所事業「ここすき！プラス」の開催について

担当部署 幼児教育センター

実 施 日 令和5年5月15日～令和6年3月11日（全31回）10：00～11：30

実施場所 くにたち未来共創拠点矢川プラス こどもラボ（幼児教育センター）

事業目的

2歳児が集える場所が少ないという地域の課題を解決する為，開催した。子

どもの成長を喜び合いながら，互いに繋がり合う関係性の構築，また母親の

力を発揮出来る場の提供を目的とした。

事業内容

◆対象：2歳児（今年度3歳児以上になる未就園児）

◆募集方法：当日申込制

コーナー設定を行い，遊びこめる環境づくりを行う。水遊びなど季節を感

じられる遊びや，商店街に散歩へ行くなど，戸外活動を取り入れる。地域に

繋がるきっかけ作りや，保護者同士ゆっくり話し合えるような環境を設定す

る。

事業成果

◆参加者数 255組576名（全31回）

環境や気持ちの変化も大きい2歳児は，保護者自身も不安を頂いたり，悩

んだりする場面が多い。「朝からイライラしたけど，（他のお母さま方と）

話せて良かった」「他の家庭も同じだと分かった」と，保護者にとって安心

できる場所であった。また，当日申込制としたことにより，それぞれの都合

に合わせ，気兼ねなく参加できる機会の提供となった。また，子ども同士が

自由に遊びを展開できるようにした環境設定を通して，保護者同士も子ども

たちを見守り合う関係性が構築された。商店街や公園への散歩を通して，地

域の中で繋がり合うきっかけ作りに貢献した。
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（2）幼児教育に関する研究事業

事業名称 市内就学前教育施設巡回訪問

担当部署 幼児教育センター

実 施 日

2023（令和5）年 7月  3日（月）：あいわ保育園

2023（令和5）年 7月20日（木）：春光保育園

2023（令和5）年 7月27日（木）：国立あゆみ保育園

2023（令和5）年 8月  4日（金）：国立あおいとり保育園

2023（令和5）年10月18日（水）：ひいふうみ

2023（令和5）年10月27日（金）：小百合学園

2024（令和6）年  1月26日（金）：国立保育園

実施場所 市内就学前教育施設

事業目的

市内の就学前教育施設を巡回訪問し，幼児教育センターとして市内各施設と

良好な関係を築くとともに，各施設の課題や困りごとに対し，助言や一緒に検

討を行うことで，市内就学前教育施設の質の向上を図る。また，各園の研修に

対する要望を把握し，ニーズに沿った研修の実施に繋げていく。

事業内容
各園の特徴や取組を把握するとともに，センター長が保育環境設定の相談な

どに対応した。

事業成果

令和5年度は，市内7園の巡回訪問を実施した。

保育環境に関する相談が挙げられた園には，巡回訪問後もセンター長が訪問

し，一緒に環境を検討する等の継続した支援も行った。

園内研修の実施状況や研修ニーズの聞き取りも行い，今後の研修企画の参考

とすることができた。

 

①市内就学前教育施設巡回訪問
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（3）啓発・情報発信事業

事業名称
矢川プラス1周年記念シンポジウム

「安心して学び合える園・学校をつくる」

担当部署 幼児教育センター

実 施 日 令和6年3月16日(土) 10：00～12：00

実施場所 くにたち未来共創拠点矢川プラス みんなのホール

事業目的

「多様な誰もが安心して学び合える場」をつくっていくために何ができるの

か，専門職と市民が一緒に考える機会として，国立市教育委員会との共催に

より，矢川プラス1周年記念シンポジウムを開催した。

事業内容

◆登壇者

東京大学名誉教授/くにたち子どもの夢・未来事業団理事長 汐見稔幸氏

明星大学教育学部教授/くにたち子どもの夢・未来事業団理事 星山麻木氏

いもいも教室主宰/栄光学園数学科講師 井本陽久氏

◆コーディネーター 国立市幼児教育センター長 細田直哉

◆募集人数：国立市民（市内在住・在勤・在学者）先着100名

事業成果

◆参加者数：73名

登壇者それぞれの専門分野の視点から学びの環境についての話が語られ，

参加者からの質問も多く挙がり，多様な誰もが安心して学び合える場につい

て考える有意義な会となった。

 

①啓発事業（シンポジウム）
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（4）研修事業

①保育士等キャリアアップ研修事業【乳児保育】

事業名称 保育士等キャリアアップ研修（乳児保育）

担当部署 幼児教育センター

実 施 日

第1回：令和5年 9月14日（木）13：30～17：00

第2回：令和5年10月12日（木）13：00～17：00

第3回：令和5年11月17日（金）13：00～17：00

第4回：令和5年12月14日（木）13：00～16：30

実施場所 くにたち未来共創拠点矢川プラス 多目的ルーム・こどもラボ

事業目的

子どもや子育てを取り巻く環境が変化し，保育施設に求められている役割

も多様化・複雑化する中で保育士にはより高度な専門性が求められている。

そのため，職務内容に応じた保育士等の専門性の向上，リーダー的職員の育

成を目的とし，「東京都保育士等キャリアアップ研修」の指定を受けて実施

している。

事業内容

◆講師：国立市幼児教育センター長 細田 直哉 氏

一般社団法人 家族・保育デザイン研究所長 汐見 和恵 氏

◆募集人数：50名

取り組みたいテーマを設定し，講師による講義・グループワークなどを通

し学んだことを園で実践し，成果や課題を持ち寄って学びを深める「往還型

研修」で乳児保育について学んだ。

事業成果

◆受講者数：第1回：22名，第2回：22名，第3回：22名，第4回：22名

◆修了者数：22名

◆アンケート結果(一部抜粋)

研修内容 非常に良い82％ 良い14％ 普通4％ やや不満0％ 不満0％

受講生より「研修を受け，それを職場に持ち帰り，実践する流れを繰り返

せることでより学びや成果を実感できる研修だった」「今までで1番自分の学

びとなることの多い研修だった」等の感想があった。
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②保育士等キャリアアップ研修事業【幼児教育】

事業名称 保育士等キャリアアップ研修（幼児教育）

担当部署 幼児教育センター

実 施 日

第1回：令和5年10月 5日(木) 13：00～16：00

第2回：令和5年11月 9日(木) 13：00～17：00

第3回：令和5年12月21日(木) 13：00～17：00

第4回：令和6年 1月25日(木) 13：00～17：00

実施場所 くにたち未来共創拠点矢川プラス 多目的ルーム・こどもラボ

事業目的

子どもや子育てを取り巻く環境が変化し，保育施設に求められている役割

も多様化・複雑化する中で保育士にはより高度な専門性が求められている。

そのため，職務内容に応じた保育士等の専門性の向上，リーダー的職員の育

成を目的とし，「東京都保育士等キャリアアップ研修」の指定を受けて実施

している。

事業内容

◆講師：一般社団法人家族・保育デザイン研究所 汐見 稔幸 氏

国立市幼児教育センター センター長 細田 直哉 氏

陽だまりの丘保育園 園長 曽木 書代 氏

◆募集人数：50名

取り組みたいテーマを設定し，講師による講義・グループワークなどを通

し学んだことを園で実践し，成果や課題を持ち寄って学びを深める「往還型

研修」で幼児教育について学んだ。

事業成果

◆受講者数：第1回：21名，第2回：22名，第3回：21名，第3回：19名

◆修了者数：19名

◆アンケート結果

研修内容：非常に良い79％/良い21％/普通0％/やや不満0％/不満0％

受講生より「今回の研修を園で共有したことも大きなきっかけとなり，園

の保育を職員全員で考えることができた」「自分たちで課題を見つけ，それ

に沿ったアドバイスやアイデアをもらえたので，職場にも持って帰りやす

かった」等の感想があった。往還型研修を行ったことで，受講生個人だけで

なく園での取り組みに反映できた受講生も多かったようで，保育の質向上に

つながった。
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③保育士等キャリアアップ研修事業【障害児保育】

事業名称 保育士等キャリアアップ研修（障害児保育）

担当部署 幼児教育センター

実 施 日
第1回：令和5年12月  2日（土）9：30～18：00

第2回：令和5年12月10日（日）9：30～18：00

実施場所 くにたち未来共創拠点矢川プラス 多目的ルーム

事業目的

子どもや子育てを取り巻く環境が変化し，保育施設に求められている役割

も多様化・複雑化する中で保育士にはより高度な専門性が求められている。

そのため，職務内容に応じた保育士等の専門性の向上，リーダー的職員の育

成を目的とし，「東京都保育士等キャリアアップ研修」の指定を受けて実施

している。

事業内容

◆講師：明星大学教育学部 教授 星山麻木氏

◆募集人数：50名

講師による講義・グループワークだけでなく，矢川プラス来館者と一緒に

音楽ムーブメント体験を行う等の実践から障害児教育について学んだ。

事業成果

◆受講者数：第1回：31名，第2回：30名

◆修了者数：30名

◆アンケート結果(一部抜粋)

研修内容：非常に良い80％/良い20％/普通0％/やや不満0％/不満0％

受講生より「実技の面が多く，自身で体感できる素敵な機会だった」「子

どもたちと関わる中で実践できる内容ばかりだった」「初めて研修で楽しい

と感じた」等の感想があった。

子どもに対する理解だけではなく，自己理解にもつながったとの声も多く

聞かれ，多様な学びとなる研修となった。

 



42

④保育士等キャリアアップ研修事業【保護者支援・子育て支援】

事業名称 保育士等キャリアアップ研修（保護者支援・子育て支援）

担当部署 幼児教育センター

実 施 日

第1回：令和5年  8月20日（土）10：00～16：00

第2回：令和5年  9月18日（月）10：00～16：00

第3回：令和5年10月16日（月）10：00～16：00

実施場所 くにたち未来共創拠点矢川プラス 多目的ルーム

事業目的

子どもや子育てを取り巻く環境が変化し，保育施設に求められている役割

も多様化・複雑化する中で保育士にはより高度な専門性が求められている。

そのため，職務内容に応じた保育士等の専門性の向上，リーダー的職員の育

成を目的とし，「東京都保育士等キャリアアップ研修」の指定を受けて実施

している。

事業内容

◆講師：十文字学園女子大学 准教授 亀﨑美沙子氏

◆募集人数：50名

講師による講義・ペアやグループでのワーク・全体での共有を通し，保護

者支援・子育て支援について学んだ。

事業成果

◆受講者数：第1回：14名，第2回：13名，第3回：13名

◆修了者数：13名

◆アンケート結果

研修内容：非常に良い77％/良い23％/普通0％/やや不満0％/不満0％

受講生より「保護者支援に苦手意識があったが，前向きに向き合えるよう

になった」「自分で考えて共有していく研修で勉強になった」等の感想が

あった。

保育者の行う子育て支援の必要性と意義，子育て支援の基本原則がわかり，

実践上の課題を明確化することができた。また，子育て支援における「適切

な行為」と，これに反する「不適切な行為」について理解し，実践の質の向

上につなげることができた。
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⑤幼稚園及び保育施設等職員研修

事業名称 幼稚園及び保育施設等職員研修

担当部署 幼児教育センター

実 施 日

第1回：令和5年 7月28日（金）18：00～20：00

第2回：令和5年11月21日（金）18：00～20：00

第3回：令和6年 1月26日（金）18：00～20：00

実施場所 くにたち未来共創拠点矢川プラス 多目的ルーム / オンライン

事業目的

子ども家庭部と連携し，市内の幼稚園・保育園等の職員を対象とした研修

を実施することにより，市内全体で学びを深め，幼児教育環境の更なる向上

を目指す。

事業内容

【第1回：乳幼児期からの育ちを豊かにつなぐ

～「幼保小連携」から「保育の質」の向上へ～】

◆講師：国立市幼児教育センター センター長 細田直哉氏

◆形式：集合研修

【第2回：職場環境向上研修】

◆講師：一般社団法人日本保育者支援協会顧問 新保庄三氏

◆形式：集合研修(オンライン受講併用)

【第3回：安全管理研修】

◆講師：保育の安全研究・教育センター代表 掛札逸美氏

◆形式：オンライン研修(会場受講併用)

事業成果

◆受講者数：第1回：29名 第2回：54名(オンライン受講含む)

第3回：52名(オンライン受講含む)

◆研修の感想(抜粋)

・園の先生方と抱えている悩みや問題を共有し，どうしたらその問題を少し

でも改善できるのかを話し合うことができ，少し気持ちが楽になった。

・職場には様々な人がおり，自分の思いと相手の気持ちは必ずしも同じでは

なく，そのたびにみんなで話し合っていく必要があると改めて再確認でき

た。

・「命を預かり，命を育てる仕事」をしていることを再認識したと同時に，

覚悟を持って保育に，職務に向き合いたいと感じた。
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（5）連携事業

事業名称 幼保小連携推進事業

担当部署 幼児教育センター

実 施 日

幼保小連携推進委員会

第1回：令和5年 5月22日(月) 14：45～16：45

第2回：令和5年 9月15日(金) 14：45～16：45

第3回：令和5年 10月23日(月) 14：45～16：45

第4回：令和5年 12月15日(金) 14：45～16：45

第5回：令和6年 1月29日(月) 14：45～16：45

実施場所 くにたち未来共創拠点矢川プラス 多目的ルーム・こどもラボ

事業目的

就学前教育施設での教育と小学校教育との円滑な接続を図り，国立市の「人

間を大切にする」というまちづくりの基本理念をもとに保育・教育施策を実現

する。

事業内容

国立市教育委員会，子ども家庭部と連携し幼保小連携推進委員会を設置して

取組を行った。市内8小学校を中心に小グループを編成し，交流やスタートカ

リキュラムの作成や改善を行い，幼保小の連携を推進した。

事業成果

◆令和6年1月19日就学前教育カンファレンス(東京都教育委員会主催)で国立

市の幼保小連携の取組の報告を行った。

◆令和6年2月5日に行われた国立市教育フォーラム(国立市教育委員会主催)で

は，国立市の幼保小連携の取組の報告を行うとともに，細田センター長がファ

シリテーターとなり，市長，教育長，操木理事，保育士，教員とパネルディス

カッション形式で発表した。

◆アプローチカリキュラム検討会を開催し，就学前教育施設での事例をもとに

5歳児らしい学びの姿をまとめた「アプローチカリキュラムリーフレット」を

作成した。
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（6）発達支援事業

①発達サポーター養成講座

事業名称 発達サポーター養成講座

担当部署 幼児教育センター

実 施 日

第1回：令和5年  5月  6日（土）13：30～15：30

第2回：令和5年  6月17日（土）13：30～15：30

第3回：令和5年  7月29日（土）13：30～15：30

第4回：令和5年  8月26日（土）13：30～15：30

第5回：令和5年  9月  2日（土）13：30～15：30

第6回：令和5年10月21日（土）13：30～15：30

第7回：令和5年11月25日（土）13：30～15：30

実施場所 くにたち未来共創拠点矢川プラス 多目的ルーム

事業目的

子どもの発達について学びたいという思いを実現し，地域で活躍するサポー

ターを養成するとともに，子どもの発達に関する自助グループの創設につなげ

る。

事業内容

◆講師：明星大学教育学部 教授 星山 麻木 氏

◆募集人数：50名

発達に関する基礎的な知識を学び，グループワークや意見交換，実践を通し

て多様な子どもたちの発達について理解を深める。

事業成果

◆受講者数：第1回：45名，第2回：41名，第3回：39名，第4回：35名，第5

回：37名，第6回：35名，第7回：34名

◆修了証発行対象者数：32名(14時間中12時間以上受講した者)

◆アンケート結果(一部抜粋)

講座内容：非常に良い89％/良い8％/普通3％/やや不満0％/不満0％

講座の効果(今後の業務・育児の参考になったか)：とても思う89％/

そう思う11％/どちらとも言えない0％/そう思わない0％/・思わない0％

受講生より「子育てに悩むことが多かったが，気持ちが楽になりたくさんの

希望を感じることができた」等の感想があった。

 

 



46

②発達サポーターオープンチャット/発達サポーター交流会

事業名称 発達サポーターオープンチャット/発達サポーター交流会

担当部署 幼児教育センター

実 施 日
発達サポーターオープンチャット：令和5年11月25日(土)より運用開始

発達サポーター交流会：令和6年3月9日（土）15：45～16：45

実施場所 くにたち未来共創拠点矢川プラス 多目的ルーム

事業目的

発達サポーター養成講座の受講者や子どもの虹サポ育成講座の参加者が継

続して交流する機会を設け，不安や悩みの共有や情報交換を行うとともに，

子どもの発達に関する自助グループの創設につなげる。

事業内容

発達サポーター養成講座の受講者や子どもの虹サポ育成講座の参加者が自

由に交流できる場として，オープンチャットと交流会を開催した。交流会に

は明星大学星山麻木教授と明星大学の学生も参加した。

事業成果

◆オープンチャット登録者数：25名(事務局含む) 

オープンチャットではイベントの紹介や他自治体でのサポーター活躍情報

などの情報発信が行われた。

交流会では，参加者から学校に対する想いや，今困っていること等が語ら

れた。明星大学の学生も参加し，教師になる学生にとっても保護者の想いを

知る良い機会となった。
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③「虹色な子どもたち」ワークショップ

事業名称 「虹色な子どもたち」ワークショップ

担当部署 幼児教育センター

実 施 日

第1回：令和6年 1月20日(土) 13：30～15：30

第2回：令和6年 2月17日(土) 13：30～15：30

第3回：令和6年 3月9日(土) 13：30～15：30

実施場所 くにたち未来共創拠点矢川プラス 多目的ルーム・みんなのホール

事業目的
子どもたちの自己理解を促進し，自分の可能性や強みに気づくことで，自分

らしい生き方を見つけていくためのプログラムとする。

事業内容

◆講師：明星大学 星山麻木先生

◆募集人数：小学生以上のお子さまとその保護者10組

自分自身を虹色で表現したり，興味を広げたりするワークショップを行う。

また動物との触れ合いや矢川プラスでのお仕事体験も行う。

事業成果

◆参加者数

第1回13名，第2回13名，第3回13名

◆アンケート結果（9名）

とても満足55％/満足45％

参加者した保護者からは，「（子どもが）どんな関わりをするのか，何に興

味を抱くのか，この中でどう過ごすのか。今まで思ったことない姿が見られ

た」等の声が聞かれた。また，「子供のことで困っているのは私だけではない

んだと励まされました。」など，新しい視点で子ども理解を行ったり，保護者

同士が地域の中で育ち，助け合っていくきっかけとして，大変有意義な時間で

あった。

参加者の子ども達が，明星大学学生とペアを組み，活動を行った。また，矢

川プラスでの仕事体験を活動の主軸とすることに難しさを感じた為，2回目以

降は，様々な選択肢から遊びを選ぶことができる教材や玩具と活動を用意した。

インクルーシブな環境づくりの必要性を再考する機会となった。
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④音楽ムーブメント

事業名称 歌って，踊って，転がって「音楽ムーブメント」

担当部署 幼児教育センター

実 施 日

第1回：令和5年  5月  6日(土) 10：00～10：45/11:00～11：45

第2回：令和5年  6月11日(土) 10：00～10：45/11:00～11：45

第3回：令和5年  7月29日(土) 10：00～10：45/11:00～11：45

第4回：令和5年  8月26日(土) 10：00～10：45/11:00～11：45

第5回：令和5年  9月  2日(土) 10：00～10：45/11:00～11：45

第6回：令和5年10月21日(土) 10：00～10：45/11:00～11：45

第7回：令和5年11月25日(土) 10：00～10：45/11:00～11：45

第8回：令和6年  1月20日(土) 10：00～10：45/11:00～11：45

第9回：令和6年  2月17日(土) 10：00～10：45/11:00～11：45

実施場所 くにたち未来共創拠点矢川プラス 多目的ルーム・みんなのホール

事業目的

言語を超えたコミュニケーション手段である音楽やリズムを全身で感じ，

自分らしく表現する機会をつくる療育的なプログラムである。矢川プラス

の特性を活かした多世代交流型として実践を行う。

事業内容

◆講師：明星大学 星山麻木先生

◆募集人数：各回15組

全身で音楽やリズムを感じながら，即興音楽や民族楽器などを使い，表

現活動を行う。

事業成果

◆参加者数

第1回100名/第2回70名/第3回104名/第4回70名/第5回38名/

第6回42名/第7回59名/第8回60名/第9回101名

参加者からは「子どもがこんな風に楽しめると思わなかった」「色々な

楽器やパラバルーンなどに触れ合うことができ，とても楽しかった」など

の声が多く聞かれた。また，リピーターの方も多く，音楽活動を通した子

どもの成長を保護者も感じることが出来るプログラムであった。



3－3.子育てひろば運営事業

（1）子育てひろば「ここすきひろば」運営事業

①来所者の状況

月
営業
日数

新規
登録組数

利用組数
1日平均
利用組数

内訳（年齢）
0歳 1歳 2歳 3歳 4歳超 不明※

4月 26日 1,282 2,733 105.1
446 679 399 359 685 165

16.3% 24.8% 14.6% 13.1% 25.1% 6.0%

5月 27日 562 2,531 93.7
410 552 428 280 459 402

16.2% 21.8% 16.9% 11.1% 18.1% 15.9%

6月 25日 392 2,267 90.7
424 520 332 233 378 380

18.7% 22.9% 14.6% 10.3% 16.7% 16.8%

7月 27日 396 2,832 104.9
426 564 407 293 514 628

15.0% 19.9% 14.4% 10.3% 18.1% 22.2%

8月 26日 449 2,904 111.7
473 632 390 334 632 443

16.3% 21.8% 13.4% 11.5% 21.8% 15.3%

9月 26日 444 3,108 119.5
623 650 424 319 518 574

20.0％ 20.9％ 13.6％ 10.3％ 16.7％ 18.5

10月 27日 296 2,672 99.0
649 552 359 234 428 450

20.9％ 17.8％ 11.6％ 7.5％ 13.8％ 14.5％

11月 25日 279 2,482 99.3
654 470 300 208 393 457

21.0％ 15.1％ 9.7％ 6.7％ 12.6％ 14.7％

12月 24日 223 2,324 96.8
630 425 235 220 334 480

20.3％ 13.7％ 7.6％ 7.1％ 10.7％ 15.4％

1月 24日 266 2,845 118.5
725 526 346 248 370 630

23.3％ 16.9％ 11.1％ 8.0％ 11.9％ 20.3％

2月 24日 293 2,890 120.4
712 508 340 251 388 691

24.6％ 17.6％ 11.8％ 8.7％ 13.4％ 23.9％

3月 27日 295 3,292 121.9
745 530 347 283 457 930

22.6％ 16.1％ 10.5％ 8.6％ 13.9％ 28.3％

合計 308日 5,177 32,880 106.8
6,917 6,608 4,307 3,262 5,556 6,230

21.0％ 20.1％ 13.1％ 9.9％ 16.9％ 18.9％

49
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②子育てひろばの課題

矢川プラス開業1年目の2023（令和5）年度の子育てひろばは，夏季や冬季に大混雑し，
子育てひろばとして良好な利用環境を維持できていなかった状況がありました。次年度に
向けて同じことを繰り返さない対応が課題となっています。

そうした状況を受けて，国立市と協議を重ねた結果，2024（令和6）年6月1日から，
2階のここすきひろばとネット遊具エリアは，土曜日，日曜日，祝日及び事業団が指定す
る期間（GWやお盆等）は，国立市民の利用に限定し，他市からの利用を制限する方針と
しました。

下表は2023年（令和5）年4月から2024（令和6）年1月までのここすきひろばの利用
組数を現したグラフです。約1年の運営経験から1日の利用組数が100組前後以下であれ
ば，適正な利用環境を維持できるとわかっています。

表2のとおり，平日は，市外の利用者を受け入れても年間を通して概ね100組以下とな
るため，市外の利用者を受け入れるキャパシティはあるといえます。ただし，土日祝日に
関しては，表1のとおり，市内の利用者のみで100組近くになる日もあり，年間を通して
概ね100組を超える日も多く，施設として市外からの利用者を受け入れるキャパシティは
無いと考えます。

土日祝日の市外からの利用を制限することで，今後はより適正な利用環境を維持できる
ことを期待しており，3月下旬から周知を開始しました。

表１ 土日祝日の利用組数                表２ 平日の利用組数 
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（2）子育てひろば相談事業

①助産師相談

事業名称 助産師相談

担当部署 子育てひろば

事業目的
市内在住の子育て中の保護者を対象とした，子育て相談，子ども・保護者の

心身や心に対する相談対応を行うプログラムとする

実 施 日

第 1 回：令和 5年 4月26日(水)  12：45～16：15

第 2 回：令和 5年 5月24日(水)  12：45～16：15

第 3 回：令和 5年   6月21日(水)  12：45～16：15

第 4 回：令和 5年   7月19日(水)  12：45～16：15

第 5 回：令和 5年   8月23日(水)  12：45～16：15

第 6 回：令和 5年 9月20日(水)  12：45～16：15

第 7 回：令和 5年 10月18日(水)  12：45～16：15

第 8 回：令和 5年 11月22日(水)  12：45～16：15

第 9 回：令和 5年 12月20日(水)  12：45～16：15

第10回：令和 6年   1月24日(水)  12：45～16：15

第11回：令和 6年   2月21日(水)  12：45～16：15

第12回：令和 6年   3月27日(水)  12：45～16：15

実施場所 くにたち未来共創拠点矢川プラス こどもラボ・ここすきひろば

事業内容

◆講       師：助産師 林 優子 氏

◆募集人数：市内在住の子育て中の親子 各回5組まで

◆内 容：離乳食開始から幼児食への移行期，卒乳等についての相談支援

事業成果

相談内容は，卒乳・離乳食の進め方，子どもの成長に伴う心配や疲労など

多岐にわたり，相談後は明朗な表情で前向きになっている相談者が多い。

また，30分間落ち着いて助産師と向き合えるため，子どもや家族に対する

マイナス感情についても言葉にできる場となっており，楽になった等の言葉

が聞かれ，効果的な相談対応が行えている。

◆開催回数 全12回

◆参加人数 第 1回 5組    第 5回 1組    第   9回 5組

第 2回 3組    第 6回 3組    第 10回 4組

第 3回 5組    第 7回 2組     第 11回 3組

第 4回 2組    第 8回 4組    第 12回 3組
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①子育て相談

事業名称 子育て相談

担当部署 矢川プラス

事業目的
市内在住の子育て中の保護者を対象とし、日頃の悩みや心配ごとの相談を

受ける。身近な場所での相談窓口となり、必要時専門機関への紹介も行う。

実 施 日

第1回：2023（令和 5）年10月24日（火）10：00～12:00

第2回：2023（令和 5）年11月14日（火）10：00～12:00

第3回：2023（令和 5）年12月13日（水）10：00～12:00

第4回：2024（令和 6）年 1月17日（水）10：00～12:00

第5回：2024（令和 6）年  2月 7日（水）10：00～12:00

第6回：2024（令和 6）年  3月  6日（水）10：00～12:00

実施場所 くにたち未来共創拠点矢川プラス ルームB

事業内容

相 談 員 ：臨床心理士 大豆生田 千夏

募集人数：市内在住の子育て中の親子2組（10時からと11時からの2枠）

内 容：子育て中の保護者の相談支援

事業成果

相談内容は、子どもの発達、遊び、性格、生活リズム、食事、癖、子育て

方法、親自身の子育てを通じての不安や心配、職場復帰への不安、家族や身

近な人との子育てのパートナーシップ等多岐にわたる。身近な場所で日々の

育児を振り返る中で、漠然とした不安を整理し、今できていることを確認す

る場となっている。市内の他の専門相談機関とのすみわけを明確に、身近な

場での相談の窓口であることを徹底し、定期的な継続の相談を受けつけてい

ない。子育て中の保護者に「相談をするのは良いこと」という認識を持って

もらい、困難時に専門相談につながることへの抵抗が低くなることも、子育

てひろばでの相談事業の役割として重要視し行っている。

後期よりの新設事業であるが、「心が軽くなった」と好評で子育てひろば

の相談事業としての役割を果たしている。

◆開催回数 全6回

◆参加人数 第1回  2組    第2回 1組   第3回 0組

第4回 2組    第5回 1組   第6回  2組
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（3）子育て支援講座

①安全ミニ講座

事業名称 国立市消防団女性団員による子どものための安全ミニ講座

担当部署 子育てひろば

実 施 日

第1回 2024（令和5）年  7月 5日（水曜日）13：00～14：00

第2回 2024（令和5）年  9月13日（水曜日）13：00～14：00

第3回 2024（令和5）年11月11日（土曜日）10：30～11：30

第4回 2025（令和6）年  1月19日（金曜日）13：00～14：00

実施場所 くにたち未来共創拠点矢川プラス ここすきひろば

事業目的
子どもの事故や急な体調不良に対する応急処置，また安全に関する知識を子

育て世代の親に伝えていく。

事業内容

国立市消防団女性団員による，子どもに対する応急処置等についての講話お

よびAEDの使用方法の実践と質疑応答。

◆募集人数：各回6組

事業成果

AEDの使い方を組み込み，1回完結の講座に，内容を変えて開催した。「実

際に2体の赤ちゃん人形を使用しながら行う心臓マッサージやAEDの使い方講

習は具体的であり，貴重な体験だった」とアンケートにも記載があり，その具

体性が好評だった。また第3回目はパパ編として開催したが，家族での参加も

あり賑やかな講座となった。パパが主体となってAEDを使うなど積極的な様子

が見られ，家族で子どもの安全を考える機会となった。

◆開催回数 全4回

◆参加人数 第1回 AEDの使い方 5組10名

第2回 AEDの使い方と誤飲について 7組14名

第3回 AEDの使い方と誤飲について（パパ講座）6組15名

第4回 応急処置と救急車を呼ぶ目安 8組16名
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②パパ向け防災講座

事業名称
パパ向け子育て講座「家族を守る防災講座～知って，備えて，子どもの命

を守れるパパになろう～」

担当部署 子育てひろば

実 施 日 2023（令和5）年2月3日（土）10：15～11：45

実施場所 矢川プラス2階 こどもラボ

事業目的
子どもが小さいからこそ防災が重要になる。もしもの時に備えて，子ど

もを守るための防災について関心を持ち，理解を深め，家族で学ぶ機会と
する。

事業内容

楽しい寸劇を交えながら防災安全課には国立市の防災の現状，女性消防

団員には具体的な防災対策を伝えてもらった。スライドと手元資料を見な

がら講話を聞き，地域ごとに2テーブルに分かれてのグループワークを通し

て意見交換をした。模造紙と付箋を用いて話し合いの成果をまとめ，ひろ

ば内に掲示して利用者と広く共有した。

◆講師：国立市防災安全課職員及び国立市消防団女性団員（3名）

◆開催回数 1回

◆募集人数 9組（市報やチラシ等で広報，グーグルフォームから応募）

事業成果

◆参加人数：4組10人

子どもを遊ばせながら，寸劇や資料からリラックスして学ぶことができ

た。

グループワークでは自分にはないアイデアが聞け，参加者の視野を広げ

ることができた。ひろば内の掲示に目をとめて講座に関心を持つ人も多

かった。
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③栄養士講座

事業名称 栄養士ミニ講座

担当部署 子育てひろば

事業目的
市内在住で子育て中の保護者を対象に，離乳食についての講話および相談支援

の一環としてのプログラムとする

実 施 日

第1回：もりもり幼児食 令和5年 6月13日(火)  13：30～14：30

第2回：パクパク3回食 令和5年 8月22日(火)  10：30～11：30

第3回：もりもり幼児食 令和5年10月24日(火)  13：30～14：30

第4回：パクパク3回食 令和5年12月19日(火)  10：30～11：30

第5回：もりもり幼児食 令和6年 2月14日(火)  10：30～11：30

実施場所 くにたち未来共創拠点矢川プラス こどもラボ

事業内容

◆講 師：子ども保健・発達支援係 管理栄養士 福田侑佳氏

◆募集人数：市内在住の子育て中の親子10組

◆対 象 者 ：パクパク3回食：生後7か月を過ぎたお子さんと保護者

もりもり幼児食：生後11か月を過ぎたお子さんと保護者

◆内 容：離乳食後期から幼児食への移行期について，上記2期それぞれに

合わせた講話および相談支援

事業成果

講話はそれぞれの時期に合わせた離乳食の講話後，質疑応答を行った。その

際，レシピを配布し，具体的な量の食材のサンプルを提示することで，視覚的

にも理解しやすく，保護者から好評であった。

さらに，応募の際に心配なことを伺っており，ある程度の知識を得て参加者

の個別相談に応じることで，不安が軽減したとの言葉が多く聞かれた。

また，7か月対象の講座に参加後，もりもり幼児食に参加する母親も散見され，

効果的な支援であったと考える。

◆開催回数 全5回

◆参加人数 第1回 4組 8人

第2回   6組 12人

第3回 11組 21人

第4回   6組 12人

第5回 12組 15人
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④ ア）抱っこひも講座

事業名称 抱っこひもミニ講座

担当部署 子育てひろば

実 施 日

第 1 回 2024（令和5）年 4 月18日（火曜日）13：30～15：10

第 2 回 2024（令和5）年 5 月16日（火曜日）13：30～15：10

第 3 回 2024（令和5）年 6 月20日（火曜日）13：30～15：10

第 4 回 2024（令和5）年 7 月10日（月曜日）10：10～12：00

第 5 回 2024（令和5）年 8 月29日（火曜日）10：10～12：00

第 6 回 2024（令和5）年 9 月19日（火曜日）13：30～15：20

第 7 回 2024（令和5）年10月 6 日（金曜日）10：10～12：00

第 8 回 2024（令和5）年11月21日（火曜日）13：30～15：20

第 9 回 2024（令和5）年12月11日（月曜日）10：10～12：00

第10回 2025（令和6）年 1 月16日（火曜日）13：30～15：20

第11回 2025（令和6）年 2 月27日（火曜日）13：30～15：20

第12回 2025（令和6）年 3 月11日（月曜日）10：10～12：00

実施場所 くにたち未来共創拠点矢川プラス ここすきひろば

事業目的

子どもに危険がなく，大人の身体にも負担のない正しい抱っこひもの使い方

を習得してもらうことを目的とする。また，抱っこひも講座への参加をきっか

けに，ここすきひろばの存在を知ってもらい，利用につなげる。

事業内容

講師からの抱っこひも装着に関する講話，装着状況の確認及びアドバイス，

質疑応答。

◆開催回数：全12回

◆募集人数：各回3組

事業成果

素手抱っこで子どもの高さ，腕の位置，手の向きなどを修正することで姿勢

が変化することを体感してもらい，さらに抱っこひもの正しい装着方法を習得

するという一連の流れが，参加者一人ひとりに合わせたオーダーメイドの講義

になっている。

また，月齢グループの際にチラシをもらい申込みをした参加者も多く，講座

後初めてひろばで遊んでいく母親もいた事などから，ここすきひろばを利用す

るきっかけにも繋がっている。

◆開催回数 12回

◆参加組数 第  1回 6組，第  2回 4組，第   3回 5組，第   4回 5組，

第  5回 7組，第  6回 5組，第   7回 5組，第   8回 9組，

第  9回 4組，第10回 10組，第11回 4組，第 12回 6組
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④ イ）パパのための抱っこひも講座

事業名称 パパのための抱っこひも講座

担当部署 子育てひろば

実 施 日 2023（令和5）年9月16日（土）10：30～12：00

実施場所 くにたち未来共創拠点矢川プラス こどもラボ

事業目的

子どもに危険がなく，大人の身体にも負担のない正しい抱っこひもの使い方

を父親にも習得してもらうことを目的とする。また，抱っこひも講座への参加

をきっかけに，ここすきひろばの存在を知ってもらい，ここすきひろばの利用

につなげる。

事業内容

講師からの抱っこひも装着に関する講和，装着状況の確認及びアドバイス，

質疑応答。

◆参加組数 4組

事業成果

毎月1回開催している抱っこひも講座を，父親を参加対象として開催した。

本講座で初めて抱っこひもを装着した父親もおり，「とても勉強になりました。

外出時など，これからも抱っこひもをたくさん使っていきたい」との声があっ

た。育児を協同していくツールとして，父親が抱っこひもの装着方法を学べた

意義は大きい。

また，講座中に父親同士で育児の話が盛り上がり，連絡先を交換するなど，

普段中々接する機会が少ない父親同士が，パパ友として繋がっていく場にも

なった。父親の産後鬱がクローズアップされる昨今の育児状況を鑑みても，今

後も父親向けの講座を開催する必要性を改めて認識するに至った。
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⑤産後ママケア講座

事業名称 産後ママの身体のケア講座

担当部署 子育てひろば

実 施 日

2023（令和5）年12月11日（月）14：00～15：30

※当初2023（令和5）年11月6日（月）開催予定だったが，講師の体調不良

により上記日程に振り替えて開催した。

実施場所 くにたち未来共創拠点矢川プラス ここすきひろば

事業目的

妊娠および出産で大きく変化する女性の身体(骨盤底筋への影響等)につい

て知り，自身の身体について学ぶことを目的とする。また，実技を通して

弱った身体の回復とメンテナンスを行うとともに，自分の身体の整え方や生

活の仕方について学び，日々の生活に活かしてもらう。

さらに，子育て中の母親たちの出会いの場として交流いただくこと，子育

て講座への参加をきっかけにここすきひろばを知ってもらい，利用に繋げる

ことも目的とする。

◆開催回数：全1回

◆募集人数：12組

事業内容 講師による講話，実技および参加者同士の交流(簡単な自己紹介等)

事業成果

産後，母親自身の身体のケアは，子育て中心の生活になると優先度が低く

なりがちであり，我慢して過ごしてしまうことがある。母自身が自分の身体

と向き合い，改善方法を知ることで，体調不良が軽減され，子育てに前向き

な姿勢につながればと思う。

◆参加組数 10組



59

⑥ベビトレヨガ

事業名称 べビトレヨガ

担当部署 子育てひろば

実 施 日

第1回 令和5年12月6日（水）（ここすきひろば）
（0～2歳） 14時00分～14時30分
（3～5歳） 14時30分～15時00分

第2回 令和6年1月30日（火）（月齢グループ） 14時45分～15時00分
（ここすきひろば）15時00分～15時20分

第3回 令和6年2月13日（火）（月齢グループ） 14時10分～14時25分
（ここすきひろば）14時30分～14時50分

第4回 令和6年3月18日（月）（月齢グループ）   14時10分～14時25分
       （ここすきひろば）  14時30分～14時50分

実施場所 くにたち未来共創拠点矢川プラス ここすきひろば・こどもラボ

事業目的

月齢グループは毎回初めてのメンバーの集まりであるため，ベビトレヨガ
によるアイスブレイクで，保護者の緊張をほぐし，場の空気を和やかなもの
とする。

ここすきひろばでは，親子で体を動かすことでリフレッシュしながら，親
子のスキンシップを図る。

事業内容
保護者と子どもが，音楽に合わせてふれあい遊びしたり，スカーフを使っ

て体を動かしたりして親子のスキンシップを図る。

事業成果

当日の声掛けにも関わらず，保護者はとても興味を示して積極的に参加して
いた。講師の歌声やリズムに合わせ，ゆったりとふれあい遊びを行うことで
親子のスキンシップが図れ，保護者同志のコミュニケーションも取ることが
できた。べビトレヨガは親子で一緒に運動しながら楽しめる点がよかった。
◆開催回数 全4回
◆参加人数 第1回（0～2歳 ）16組（3～5歳） 6組

 第2回（月齢グループ）12組（ここすきひろば）10組
 第3回（月齢グループ） 7組（ここすきひろば） 7組
第4回（月齢グループ） 6組（ここすきひろば）12組
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①月齢グループの会

（4）その他子育て支援事業

事業名称 月齢グループの会

担当部署 子育てひろば

事業目的
仲間づくりに興味のある，同じ月齢の子どもを持つ保護者を対象に，子育ての

グループ育成と活動を支援し，孤立防止を図る。

実 施 日

第 1 回 2023（令和5）年 4 月25日（火曜日）14：00～15：00

第 2 回 2023（令和5）年 5 月 9 日（火曜日）14：00～15：00

第 3 回 2023（令和5）年 6月 6 日（火曜日）14：00～15：00

第 4 回 2023（令和5）年 7 月11日（火曜日） 中止

第 5 回 2023（令和5）年 8 月 8 日（火曜日）14：00～15：00

第 6 回 2023（令和5）年 9 月12日（火曜日）14：00～15：00

第 7 回 2023（令和5）年10月10日（火曜日）14：00～15：00

第 8 回 2023（令和5）年11月14日（火曜日）14：00～15：00

第 9 回 2023（令和5）年12月12日（火曜日）14：00～15：00

第10回 2024（令和6）年 1 月30日（火曜日）14：00～15：00

第11回 2024（令和6）年 2 月13日（火曜日）14：00～15：00

第12回 2024（令和6）年 3 月18日（月曜日）14：00～15：00

実施場所 くにたち未来共創拠点矢川プラス こどもラボ

事業内容

該当年月生まれの子を持つ対象者に，3～4か月児健康審査の際，「月齢グ

ループの会へのお誘い」のチラシを矢川プラスの資料とともに配布した。（月

平均40組配布）

当日は参加者に親睦を深めてもらうほか，今後のグループ活動について，保

護者が主体的に活動するグループであることを伝え，コミュニティ施設利用の

際の減免団体登録申請を行い活用するよう勧めた。

◆開催回数：全11回（7月は申込が少なく中止，8月に合同開催）

◆募集人数：定員は特に設けず

事業成果

当日参加できなかった親子や転入してきた親子を職員がつなぐ他，ひろばで

偶然同じ月齢の親子に出会い，グループに誘う様子も見られた。保育園に入園

する親子が多いが，活動を維持するグループも多い。

第 1 回 11月生まれ   12組参加 第 2 回 12月生まれ 3組参加

第 3 回   1月生まれ      5組参加 第 4 回  2月生まれ 中止

第 5 回   2月3月生まれ 13組参加 第 6 回  4月生まれ 7組参加

第 7 回   5月生まれ      8組参加 第 8 回   6月生まれ 15組参加

第 9 回   7月生まれ    11組参加 第10回  8月生まれ 12組参加

第11回   9月生まれ      6組参加 第12回 10月生まれ 7組参加
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② ア）ヤクルトミニお楽しみ会

事業名称 「ヤクルトミニお楽しみ会・おなか元気教室」

担当部署 子育てひろば

実 施 日

第 1 回 2023（令和5）年 4 月14日（金）14:00～14:20
第 2 回 2023（令和5）年 5 月12日（金）ヤクルトの都合により中止
第 3 回 2023（令和5）年 6 月 9 日（金）15:00～15:45
第 4 回 2023（令和5）年 7月14日（金）14:00～14:20
第 5 回 2023（令和5）年 9 月 8 日（金）台風接近のため中止
第 6 回 2023（令和5）年10月13日（金）14:00～14:20
第 7 回 2023（令和5）年11月10日（金）14:00～14:20
第 8 回 2023（令和5）年12月 8 日（金）ヤクルトの都合により中止
第 9回 2024（令和6）年 1 月12日（金）14:00～14:20
第10回 2024（令和6）年 2 月 9 日（金）14:00～14:20
第11回 2024（令和6）年 3 月 8 日（金）ヤクルトの都合により中止

実施場所 くにたち未来共創拠点矢川プラス こどもラボ・多目的ルーム（6/9）

事業目的

国立市と包括連携協定を結んでいる西都ヤクルト販売株式会社の協力により，
ここすきひろばを利用している親子に，ミニお楽しみ会ではヤクルト保育室の
保育士による読み聞かせや遊びを楽しみ，おなか元気教室では健康について親
子で学ぶ機会を提供する。

事業内容

ミニお楽しみ会では，毎回保育士手作りの大型絵本の読み聞かせや歌，季節
の行事にちなんだ遊び，おなか元気教室では，腸の働きや健康について，ヤク
ルトについて等，親子で楽しみながら学んだ。毎回ヤクルトの試飲がありハロ
ウィン，お正月など行事のある月にはヤクルトマンが登場した。

事業成果

保育士手作りの季節に合わせた飾りつけや，工作のお土産などは好評で，楽
しむ子どもの様子を写真に撮ったりする姿が見られた。
◆参加者数 第1回12組24名/第3回66名/第4回6組12名/

第6回15組30名/第7回15組30名/第9回13組28名/
第10回26組52名

◆募集人数 ミニお楽しみ会は設定なし（健康教室100名）
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事業名称 夏休みイベント「ヤクルトオンライン工場見学ツアー」

担当部署 子育てひろば

事業目的

西都ヤクルト販売株式会社のご協力のもと，子どもたちの夏休み期間中に，

オンライン環境を活用して，実際にヤクルトの製造工場に足を運ばなくても工

場見学ができるツアーを開催し，気軽にものづくりの現場に興味・関心をもつ

機会を提供する。

実 施 日
第1回 2023（令和5）年8月16日（水）10：30～11：30

第2回 2023（令和5）年8月16日（水）14：00～15：00

実施場所 くにたち未来共創拠点矢川プラス みんなのホール

事業内容

兵庫県三木市のヤクルト工場と矢川プラスをオンラインでつなぎ，リモート

で工場を見学。感じた疑問を質問したり，クイズに答えたりするなかで，ヤク

ルトのおいしさや体によい秘密などについて，子どもから大人まで楽しみなが

ら学んだ。

また，西都ヤクルト販売株式会社よりヤクルトの試飲を行った。

◆開催回数：全2回（同内容）

◆募集人数：各回先着100名 ※開始時刻1時間前から整理券を配付

事業成果

オンライン環境を活用することで，実際の工場見学に近い内容を矢川プラス

で展開することができた。オンラインによる事業を適切に取り入れることに

よって，時間的・経済的な制約がある方々にも身近に参加できる機会の提供と

なった。

◆参加者数：第1回65名 第2回55名

② イ）ヤクルト夏休みイベント



63

③ふたご交流会

事業名称 「ふたご交流会」

担当部署 子育てひろば

事業目的

多胎児育児は，苦労や悩みを抱えこむことも多い。多胎児ならではの悩み

や互いに知りたい情報を共有することで，孤独感を減らしたり，気分転換をし

たりと，地域の中で支え合いながら，前向きに育児へ向かうことができる交流

の場とする。

実 施 日

第1回 令和5年 7 月12日（水）13：30～14：30

第2回 令和5年 9 月 6 日（水）13：30～14：30

第3回 令和5年11月 8 日（水）13：30～14：30

第4回 令和6年 1 月10日（水）13：30～14：30

第5回 令和6年 3 月13日（水）13：30～14：30

実施場所 くにたち未来共創拠点矢川プラス こどもラボ

事業内容

多胎児を持つ保護者たちが集まり，日頃感じている悩みや情報を共有でき

る交流会とする。多胎妊婦にも声をかけることで，出産後の様子を身近に感じ，

不安が軽くなるような機会としたい。また，子育てが一段落した多胎児の先輩

保護者にも声をかけ，体験談を聞ける機会も提供する。

◆開催回数：全5回（同内容）

◆募集方法：第1回～3回 予約不要

                    第4回・5回 事前ヒアリング（グループLINE）

事業成果

矢川プラスに子育てひろばが出来たことにより，市内だけではなく，近隣

市からの参加もあった。生後1か月から乳幼児，小学生，自身が双子の大人等，

幅広い年代の参加があった。家族での参加や祖父母の同伴，妊婦が夫婦で出産

間際まで参加するなど，多世代での交流が生まれた。ラインを交換し，グルー

プラインで育児用品や新入学に際してのクラスについて先輩保護者に相談した

り，集会所を借りて集まるなど双子交流会以外でも自主的に活動できる力があ

ることがうかがえた。

第4回からはリピーターに事前に参加有無のヒアリングを行った。環境設定

をしたり，会の進行を考えたりする上で有効であった。

◆参加者数：第1回 5組16名 / 第2回9組24名 / 第3回9組32名 /

第4回10組30名 / 第5組2組 6名
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④育サポ・ファミサポ登録会

事業名称
育サポ・ファミサポ登録会

担当部署 子育てひろば

実 施 日

第1回 2023（令和5）年11月 8 日（水）10：30～11：30

第2回 2024（令和6）年 1 月23日（火）10：30～11：30

第3回 2024（令和6）年 2 月28日（水）14：30～15：30

第4回 2024（令和6）年 3 月25日（月）11：00～12：00

実施場所 くにたち未来共創拠点矢川プラス ここすきひろば

事業目的

市内在住の子育て家庭を対象にファミリー・サポート・センターの活動を身

近に感じ知ってもらう。更に気軽に利用できるようにし，国立市内在住の子育

て家庭への支援に繋げていく。

事業内容

事前にチラシを配架，掲示し矢川プラスHP，インスタグラムでも情報発信

する。当日は広場内の一角に集まり，ファミリー・サポート・センターのス

タッフより概要の説明の後，質疑応答，登録用紙記入，個別相談，場合によっ

ては利用申し込みまで行う。

◆参加者数：第1回6組6名（子7名）

第2回5組5名（子6名）

第3回8組9名（子7名）

第4回5組5名（子6名）

事業成果

育サポ・ファミサポ登録会を計4回行い，ここすきひろばで開催があるので

登録しやすかったという声もいただいた。必要と感じていたご家庭がスムーズ

に登録，利用する機会も見られ子育て支援の一環となったと感じた。また，た

またま居合わせたご家庭でも気軽に参加でき登録につながったケースもあった。

ファミリー・サポート・センターを身近に感じここすきひろばでも登録や利用

ができるということを周知できる良い機会となった。
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⑤こども服リユース事業

事業名称 リサイクルリンク事業

担当部署 子育てひろば

実 施 日 通年

実施場所
くにたち未来共創拠点矢川プラス みんなのホール

くにたち未来共創拠点矢川プラス スタディコーナー 掲示コーナー

事業目的
子どもの衣服にかかる費用を削減し，子育て家庭の経済的負担の軽減を図る。

また，SDGｓの取り組みとして行う。

事業内容

家庭で不用になった子ども服を市民から無償で提供してもらい，提供を受け

た衣類は設置したリサイクルコーナーに掲示し，市民が常時内覧できるように

した。1回の来館で，子ども一人につき5点を無料で持ち帰り可能とした。

事業成果

年間で2,581着の提供をいただき1,805着持ち帰りいただいた。1,323名

の利用があり内810名は再度利用していただいていて多くの方に利用してい

ただいた。
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⑥製作ボランティア活動

事業名称 ちくちく活動

担当部署 子育てひろば

実 施 日

第1回 2023（令和5）年 7 月26日（水）14：30～15：30

第2回 2023（令和5）年 8 月30日（水）14：30～15：30

第3回 2023（令和5）年 9 月27日（水）14：30～15：30

第4回 2023（令和5）年10月26日（水）14：30～15：30

第5回 2023（令和5）年11月29日（水）14：30～15：30

第6回 2023（令和5）年12月20日（水）14：30～15：30

第7回 2024（令和6）年 1 月17日（水）14：30～15：15

第8回 2024（令和6）年 2 月21日（水）14：30～15：40

第9回 2024（令和6）年 3 月13日（水）14：30～15：50

実施場所
くにたち未来共創拠点矢川プラス

ここすきひろば・こどもラボ・こども縁側等

事業目的
市内在住の地域の方々にご協力いただき，ここすきひろば玩具の手直しや

製作準備などを通して交流を図るとともに多世代での関りへと繋げていく。

事業内容

介護予防教室参加者へチラシを掲示しながらお誘いし，参加いただく。内

容はその都度検討の上季節の製作や広場内を活性化できるよう決定していた。

◆開催回数/内容/参加者数

第1回 探求キットづくり/1名 第2回 お手玉修繕等/3名

第3回 チェーンリング繋ぎ/6名 第4回 大型積み木やすり掛け/5名

第5回 クリスマス製作/2名 第6回 お正月飾り/8名

第7回 節分製作/6名 第8回 ひな祭り製作/5名

第9回 こいのぼり製作等/4名

※都度玩具修繕も行っていただいた。

事業成果

地域の方々と交流を深めながら，間接的だがこどもたちの手に触れる玩具

の修繕や目に触れる季節のものの作成など多世代の交流の一歩となった。ま

た季節の製作の下準備をしていただき，こどもたちが手を加えて完成し利用

者さんからも好評をいただいた。
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3－4. 矢川プラス施設管理運営事業

（1）施設維持管理事業

設備内容 実施業者

車椅子優先トイレ引き戸修繕 ㈱イズミ・コンストラクション

身障者用駐車場車止め移設修繕 ㈲兼平

とおり土間冷水器設置配管修繕 ニッポー設備㈱

子どもトイレ入口建具修繕 ㈱イズミ・コンストラクション

ダイヤルロッカー修繕 オフィスアメニティ㈱

吹抜カーテン設置修繕 ㈱三田工務店

子育てひろば掲示板設置修繕 ㈱三田工務店

多目的ルームカウンター修繕 ㈱三田工務店

※2022年度は施設開業前準備年度であり，11月の指定管理以降の実績です。
※年度比は，施設開業前後の比較となるため，算出していません。

項目 年度 電気 ガス 上下水道 合計

使
用
量

2023年度 140,187kWh 9㎥ 1,395㎥

2022年度 32,979kWh 0㎥ 57㎥

前年度比 ― ― ―

使
用
料

2023年度 5,049,784円 8,565円 1,405,406円 ―

2022年度 1,675,021円 0円 265,198円 4,964,549円

前年度比 ― ― ― ―

使用用途 電灯/電源/空調 給湯 水栓・散水

①電気・ガス・上下水道の使用状況

②設備修繕の実施状況
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内容 委託業者 実施頻度

建物総合管理業務委託 ㈱オーチュー 毎月

廃棄物収集・運搬・処分業務委託 ㈱田邉商店 毎月

建物機械警備業務委託 ㈱全日警 毎月

利用者通行量調査業務委託 ㈱構造計画研究所 毎月

電気設備保守点検業務委託 日本テクノ㈱ 毎月

エレベーター保守点検業務委託 三菱電機ビルソリューションズ㈱ 毎月

消防設備点検業務委託 ㈱千代田防災 年2回

Wi-Fiアクセスポイント保守点検委託 ㈱大塚商会 毎月

複合機保守点検業務委託 ㈱大塚商会 毎月

ウェブサイト保守業務委託 ㈱ウェスカ 毎月

子育てひろば入退館システム構築委託 BPS㈱ 1回

子育てひろば入退館システム構築委託 ㈲ピーシーサポート長崎 1回

スタジオ機材メンテナンス業務委託 河村浩一 毎月

内容 委託業者

複合機賃貸借 三菱HCビジネスリース㈱

券売機クラウドサービス利用 ㈱ボステック

トイレ臭気対策器具レンタル利用 ㈱トーカイ

矢川プラス施設予約システム利用 ㈱パストラーレ

マットレンタル利用 ㈱トーヨー

カラオケ機材レンタル利用 ㈱音通エンタテイメント

電気設備遠隔監視装置賃貸借 三井住友ファイナンス&リース㈱

子育てひろば入退館システム利用 BPS㈱

③保守点検・業務委託

④賃貸借
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⑤施設管理運営上の課題

1．駐車場に関して
矢川プラスの駐車場はしょうがいしゃ専用駐車場のみであり，一般利用者用の駐車場

はありません。しかし，高齢の方や赤ちゃん連れの親などが来やすくなるために，駐車
場を用意してほしいという声があります。この問題については，国立市議会でも取り上
げられました。対策には費用もかかることから国立市と対応を協議いたしました。

引き続き，対策について国立市と協議を行います。
2．築山の安全対策

子どもたちの築山の利用が多く，その人気は開館以降衰えておりません。平日，特に
水曜日などは子どもたちで混雑し，子どもたちが狭い範囲に密集して遊ぶため，危険な
状態となることがあります。人工芝の下がコンクリートで硬いこと，また急こう配と
なっている部分の地面との角度が急であり，捻挫や打撲などの怪我の原因となっている
ことは，これまでと変わっていない状況です。対応については，小学校はじめ地域の意
見も聞きながら対策を講じていきたいと考えています。

（2）広報・情報発信事業

矢川プラスのPR及び施設利用等の案内の
ため，矢川プラスホームページを開設しま
した。ホームページでは，施設コンセプト
や各機能の紹介，施設利用案内やイベント
情報の掲載のほか，貸出施設予約システム
への円滑な接続など，施設利用者の利便性
の向上を図りました。また，ツイッターや
インスタグラムなどのSNSも活用してイベ
ントなどの情報を発信しました。

①ホームページによる発信

②矢川プラス通信の発行

矢川プラス内で開催するイベントや子育
てひろば，こどもラボでの講座等の情報を
まとめた『矢川プラス通信』を毎月発行し，
周知を図りました。

矢川プラス開業前からある法人のホームページの内容についても矢川プラスホームペー
ジに掲載し，法人全体でのホームページのあり方について検討を進め，今後もわかりやす
いページづくりに努めるとともに，様々な情報を発信していきます。
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（3）施設活用事業

①来館者の状況

月 開館日数
施設全体

延べ来館者数
施設全体
1日平均

4月 28日 33,161人 1,184人

5月 29日 25,535人 881人

6月 28日 27,048人 966人

7月 29日 32,260人 1,112人

8月 29日 27,967人 964人

9月 28日 33,369人 1,192人

10月 29日 28,874人 996人

11月 28日 26,274人 938人

12月 26日 24,989人 931人

1月 26日 22,087人 850人

2月 27日 21,749人 806人

3月 29日 29,997人 1,034人

合計 336日 333,310人 992人
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②貸室施設の利用状況

多目的ルーム（合算） スタジオ 新規
団体
登録
件数

内訳 減免
団体
18歳
未満

市内 一般利用
可能数

利用数 稼働率
利用

可能数
利用数 稼働率

4月 168 66 39.3％ 168 45 26.8％ 84 78 6 13

5月 174 81 46.6％ 174 66 37.9％ 37 34 3 5

6月 168 92 54.8％ 168 73 43.5％ 25 22 3 1

7月 174 131 75.3％ 174 107 61.5％ 27 22 5 4

8月 174 120 69.0％ 174 100 57.5％ 25 20 5 5

9月 168 112 66.7％ 168 113 67.3％ 15 12 3 5

10月 174 115 66.1% 174 109 62.6% 28 24 4 3

11月 168 106 63.1％ 168 117 69.6％ 20 18 2 2

12月 156 105 67.3％ 156 133 85.3％ 11 11 0 3

1月 156 88 56.4％ 156 107 68.6％ 8 7 1 2

2月 162 112 69.1％ 162 129 79.6％ 21 17 4 2

3月 174 125 71.8％ 174 148 85.1％ 15 14 1 2

計 2,016 1,253 62.2％ 2,016 1,247 61.9％ 316 279 37 47

➢ 4月の団体登録件数には，開館前の3月中の事前登録団体も含まれる。
➢ 団体登録件数には，個人での登録も含まれる。
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③ 利用者からの意見 ア）意見箱

矢川プラスの各階に『利用者の声』の意見箱を設置し，利用者からの要望や改善点など
のご意見を受け付けました。いただいた意見数及び主な内容については以下のとおりです。

項目（意見の多い順） 主な内容

利便性向上 時計・ごみ箱の設置，飲食の提供，駐車場の確保等

騒音 館内全体・スタディーコーナーがうるさい

安全面

ひろばでの球技，ネット遊具の使い方，子どもが走り

まわる，大人の見守りが足りない，ここすきひろばか

ら子どもが出てしまう等

遊び・おもちゃ・図書の充実
本のリクエスト，すべり台の設置や人形の充実，ネッ

ト遊具の利用時間の延長

混雑の緩和 ここすきひろばの混雑，築山の混雑

感謝・期待 主にここすきひろば利用者や矢川プラスの子どもから

運用面での疑問・要望 BGM，路上駐車防止，電気の無駄遣い等

イベント要望 将棋大会，ゲーム大会，夏休みお泊り会

意図不明

期間 枚数 期間 枚数 期間 枚数 期間 枚数 期間 枚数 期間 枚数

4/1-4/4 6 5/1-5/5 5 6/4-6/9 2 7/1-7/7 2 8/6-8/11 7 9/4-9/8 2

4/5-4/11 2 5/6-5-12 2 6/10-6/13 3 7/8-7/14 3 8/12-8/18 0 9/9-9/15 6

4/12-4/25 4 5/13-5/19 3 6/17-6/23 5 7/15-7/21 1 8/19-8/25 5 9/16-9/23 6

4/26-4/30 8 5/20-5/26 4 6/24-6/30 5 7/22-7/28 2 8/26-9/3 5 9/24-9/27 0

5/27-6/3 2 7/29-8/4 2

4月合計 20 5月合計 16 6月合計 15 7月合計 10 8月合計 17 9月合計 14

累計 20 累計 36 累計 51 累計 61 累計 78 累計 92

期間 枚数 期間 枚数 期間 枚数 期間 枚数 期間 枚数 期間 枚数

9/28-10/8 5 10/29-11/5 1 11/26-12/01 1 1/5-1/12 8 2/3-2/9 1 3/2-3/9 4

10/9-10/15 1 11/6-11/11 3 12/02-12/09 2 1/13-1/22 1 2/10-2/16 4 3/10-3/16 1

10/16-10/20 1 11/12-11/17 1 12/10-12/14 0 1/23-26 0 2/17-23 3 3/17-3/22 0

10/21-10/28 3 11/18-11/25 1 12/15-12/22 0 1/27-2/2 0 2/24-3/1 3 3/23-3/30 4

12/23-12/28 1

10月合計 10 11月合計 6 12月合計 4 1月合計 9 2月合計 11 3月合計 9

累計 102 累計 108 累計 112 累計 121 累計 132 累計 141



③ 利用者からの意見 イ）利用者満足度調査

年度末に矢川プラス来館者に対し，利用者満足度に関するアンケートを実施いたしまし
た。アンケートの主な結果については，以下のとおりです。
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（4）イベント調整事業

日にち 場所 事業内容 参加人数

4/1
（土）

ひろば ①『本気の遊び場』／②『モルック体験』
①12人
②12人

4/2
（日）

ホール

『科学好きの東大生が「科学のおもしろさ」，伝えます。』
①『空気』

空気の威力を感じよう！「巨大空気砲」
②『回転』

風船でつくった花が宙に浮く！？「メルヘンフラワー」
③『化学』

化学反応で泡が大噴火！「象の歯磨き粉」ほか

①89人
②109人
③110人

ひろば 『芝生でヨガ体験』（くにたちエール主催） 10人

4/3
（月）

ホール

科学工作ワークショップ
『化学好きの東大生が「科学のおもしろさ」，伝えます。』
①（東大CAST主催）【分光器，三原色コップ制作】
②（東大CAST主催）【くるキラ万華鏡，念力振り子制作】

延べ196人
延べ185人4/4

（火）

4/7
（金）

多目的 いきいき百歳体操 76人

4/8
（土）

ホール オープニングセレモニー（式典・テープカット） 60人

ホール オープニング記念コンサート（ハンドベル・ピアノコンサート） 60人

ひろば 『本気の遊び場』（くにたちエール主催） 9人

ひろば 『モルック体験』（くにたちエール主催） 31人

4/9
（日）

ホール 『夢パの時間』映画上映会（市と共催） 42人

ひろば 『芝生でヨガ体験』（くにたちエール主催） 22人

4/15
（土）

ひろば 「みんなのマーケットplus＋」・こどもフリマ 雨天中止

4/16
（日）

とおり
土間他

「みんなのマーケットplus＋」こどもフリマ
（雨天予報のため，会場を館内へ変更し実施）

2,872人

① ア）オープニングイベント（開業後）の実施状況
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② ア）オープニングイベント「科学体験」

事業名称
矢川プラスオープニングイベント

「科学好きの東大生が『科学のおもしろさ』つたえます」

担当部署 矢川プラス

実 施 日

・2023年4月2日(日) ①11：30～ ②13：30～ ③14：30～

・2023年4月3日(月) 13：00～16：00

・2023年4月4日(火) 13：00～16：00

実施場所 矢川プラス みんなのホール

事業目的

矢川プラスのオープン直後に，地域住民に向けて，矢川プラスの楽しさを

最大限に引き出す特別なイベントとして，子ども向けの科学実験教室等を3

日間連続して実施した。市内各所で科学実験教室等で実績がある東京大学サ

イエンスコミュニケーションサークルCASTによる協力により，子どもたち

に実験や工作を通して，科学のおもしろさを体験してもらうために実施した。

事業内容

目の前で多彩な実験を実演・解説，実際に工作や体験ができる実験教室を

行うなど，各回で異なるテーマで科学に触れる機会を提供した。

◆開催日及び内容

・4月2日 サイエンスショー  ①回転  ②空気  ③化学

・4月3日 工作教室ワークショップ「分光器」と「三原色コップ」

・4月4日 工作教室ワークショップ「くるキラ万華鏡」と「念力振り子」

事業成果

多くの子どもたちに参加いただき，また親子で参加する参加者も多く，矢川

プラスのオープニングを盛り上げるイベントとなった。上げる今後も定期的

に開催してほしいとの意見を多く頂いた。

◆参加者数

・4月2日 ①89名 ②109名 ③110名

・4月3日 196名

・4月4日 185名
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② イ）オープニングイベント「スポーツ体験」

事業名称 矢川プラスオープニングイベント「スポーツ体験」

担当部署 矢川プラス

実 施 日

・2023年4月1日(土) ①12：30～13：30 ②13：30～14：30

・2023年4月2日(日) 14：00～15：00

・2023年4月8日(土) ①12：30～13：30 ②13：30～14：30

・2023年4月9日(日) 14：00～15：00

実施場所 矢川プラス みんなのひろば

事業目的

矢川プラスのオープン直後に，地域住民に向けて，矢川プラスの「みんなの

ひろば」の可能性を最大限に引き出す特別なイベントとして，子どもだけでな

く大人や高齢者も体を動かした健康関連イベントを実施した。

事業内容

国立市総合型地域スポーツクラブ「くにたちエール」の協力により，子ども

を対象とした「本気の遊び場」，多世代を対象とした「モルック体験」，成人

を対象とした「芝生でヨガ体験」を実施した。

・4月1日，8日 ①本気の遊び場 ②モルック体験

・4月2日，9日 芝生でヨガ体験

事業成果

みんなのひろばを利用した試行的イベントであったが，今後，芝生スペース

を使ったイベント今後の参考となる催しとなった。

◆参加者数

・4月1日 ①本気の遊び場12人 ②モルック体験12人

・4月2日 芝生でヨガ体験10人

・4月8日 ①本気の遊び場9人 ②モルック体験31人

・4月9日 芝生でヨガ体験22人
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① ウ）オープニングイベント「フリーマーケット」

事業名称 みんなのマーケットPLUS+

担当部署 矢川プラス

実 施 日
第1回 2023年4月16日(日) 10:00～16:00

第2回 2023年9月17日(日) 10:00～16:00

実施場所 矢川プラス みんなのホール・とおり土間

事業目的

条例に定める矢川プラスの事業である「多世代の交流及び居場所づくり」

や「まちににぎわいづくり」を目的に，市内外から多様な人々をあつめ，ま

た，集まった人々が共通の趣味(ハンドメイド作品等)を通じてつながること

を目的としている。

事業内容

上記の主旨に賛同したフリーマーケット運営団体のタイムマシーンカンパ

ニーとの共催にて，リサイクル品やハンドメイド作品のフリーマーケットと

ワークショップの出展者を募り開催した。

事業成果

オープニング記念イベントとして開催した4月16日については，開催時間

中に延べ2,872名の来館者を記録した。

9月17日に開催した2回目についても，開催時間中に延べ1,906名の来館者

があり，イベント開催による施設利用者の誘致に一定の成果を果たした。
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②子どもの日ワークショップ

事業名称
絵本作家はたこうしろう「こどもの日ワークショップ」

～矢川プラスを動物園にしよう～

担当部署 矢川プラス

実 施 日 2023年5月5日(金・祝)10：00～12：00

実施場所 矢川プラス とおり土間・多目的ルーム

事業目的
こどもたちの豊かな育ちの推進のため，自由な発想をカタチにする経験を提

供する。

事業内容

事業団の理事でもある絵本作家のはたこうしろう先生を講師にお招きし，段

ボールの型紙にさまざまな装飾を施し，世界にひとつだけの動物を作成する

ワークショップ。

「矢川プラスを動物園にしよう」と題し，製作した動物は矢川プラス館内に

自由に飾りつけをしてもらい，子どもたちの表現の発表の場ともなるよう工夫

した。

事業成果

延べ150名の参加者が思い思いの動物を製作し，館内をにぎやかに彩った。

型紙の枠にはまらず，自身で動物の形から製作する子どももいるなど，子ど

もたちの豊かな想像力と表現力を発揮する場として一定の成果を果たした。
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③サイエンスLAB+

事業名称
サイエンスLAB＋（ラボ プラス）

～科学好きの東大生が『科学のおもしろさ』伝えます～

担当部署 矢川プラス

実 施 日

第1回 2023年  7月  1日(土) 第6回 2023年12月  9日(土)

第2回 2023年  8月12日(土) 第7回 2024年  1月13日(土)

第3回 2023年  9月16日(土) 第8回 2024年 2月10日(土)

第4回 2023年10月  7日(土) 第9回 2024年  3月 2日(土)

第5回 2023年11月 1日(土)

実施場所 矢川プラス みんなのホール

事業目的

オープニングイベントとして実施した東京大学サイエンスコミュニケーショ

ンサークルCASTに引き続き協力してもらい，子どもたちに実験や工作を通し

て，科学のおもしろさを体験してもらうために実施した。

事業内容

目の前で多彩な実験を実演・解説，実際に工作や体験ができる実験教室を行

うなど，各回で異なるテーマで科学に触れる機会を提供した。

第1回 サイエンスショー（①光 ②電気）

第2回 工作教室 通電チェッカー

第3回 工作教室 振る発電機

第4回 工作教室 投げるおもちゃ

第5回 サイエンスショー ①振り子 ②音

第6回 工作教室 無限回廊

第7回 工作教室 消えるボール

第8回 工作教室 ロボットハンド

第9回 サイエンスショー ①大気圧 ②水圧

事業成果

科学に触れる機会を提供するだけに留まらず，大学生と子どもたちとの交

流・つながりも生まれるイベントとなった。

◆参加者数

第1回 116名/第2回 65名/第3回 77名/第4回 53名/第5回 99名

第6回 79名/第7回 111名/第8回 103名/第9回126名
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④ ア）矢川プラス音楽の日「つながるLive」

事業名称 矢川プラス音楽の日｢つながるLive｣

担当部署 矢川プラス

実 施 日 2023年6月17日15:40～19:30

実施場所 矢川プラス とおり土間・みんなのホール

事業目的

第1部ではこどもたちの豊かな育ちの推進のため，さまざまな楽器に触れる

体験やプロミュージシャンの生ライブを鑑賞する機会を提供する。

第2部では,居場所づくりや地域のにぎわいづくりを目的に，矢川プラス登

録団体によるミニライブと，大人向けの多摩地域ゆかりの名曲プロミュージ

シャン生ライブを開催する。

事業内容

プロミュージシャンであり，また，ニュース番組のMCも務める川久保秀一

氏との共催で，第一部では主に子ども向けの楽器体験会とミニライブ，第二

部では大人向けに多摩地域ゆかりの名曲のライブを開催した。

楽器体験会では，地域の音楽家やサークルなどに出展していただき，地域

で活躍するさまざまな人と子どもたちとがつながるきっかけとなるよう工夫

した。

事業成果

楽器体験会に約200名，ライブに約120名参加を得た。

楽器体験については約20種類程度の楽器体験を提供し，普段触れることので

きない珍しい楽器体験も提供できたほか，楽器製作ワークショップや大学生(

理事の明星大学 星山先生の生徒)との音楽を通じた交流体験も提供できた。

また，ミニライブでは矢川プラスで活動する中学生バンドと親子バンドのミ

ニライブも開催し，普段の練習の成果の発表の場となったほか，出店団体の

うちガムランサークルはその後矢川プラスの登録団体となり，定期的に子供

向けのガムラン体験ワークショップを開催するなど，地域団体の活動拡大支

援にもつながった。
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④ イ）矢川プラス音楽の日「のど自慢大会」

事業名称 矢川プラス音楽の日｢のど自慢大会｣

担当部署 矢川プラス

実 施 日 2023年7月22日(土)

実施場所 矢川プラス とおり土間・みんなのホール

事業目的
地域のにぎわいづくりと，多世代の発表の場(居場所づくり)のため，の

ど自慢大会とプロミュージシャンライブを開催する。

事業内容

6月の音楽の日に引き続き，川久保秀一氏との共催で，出演者を一般公

募してのど自慢大会を開催した。審査委員長には川久保氏の紹介で著名な

ミュージシャンである木根尚登氏に就任していただいたほか，審査委員に

地元商店会や矢川プラスを利用している子どもに就任してもらうなど，地

域でつくるイベントとなるよう工夫した。

子どもから高齢者まで，幅広い出演者を選考し，曲目のレパートリーも

幅広い方向けとなるように配慮して開催した。

事業成果

延べ約405名の観客を動員することができた。

著名な木根氏に出演していただけたことで，はじめて矢川プラスに来館

する方やSNSで施設名が多方面に露出することで，施設の知名度向上や市

外から地域に人を呼び込む効果も果たした。
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④ ウ）矢川プラス音楽の日「クリスマスコンサート」

事業名称 矢川プラス音楽の日～クリスマスコンサート～

担当部署 矢川プラス

実 施 日 2023年12月23日(土)11:00～16:00

実施場所 矢川プラス みんなのホール

事業目的

季節の音楽イベントとして，来館者に音楽に触れる機会を提供するととも

に，多数の人の来館動機となり地域ににぎわいを生み出すこと，また，矢川

プラスや地域で活動しているバンドなどの日ごろの練習の成果の発表の場と

なること。

事業内容

出演希望者を公募し，定数を超える応募もあった中から総勢14組が出演。

親子合唱団や中高生バンド，現役音大生の歌唱，矢川児童館のダンスチー

ムによるパフォーマンスなど，多様なステージが矢川プラスを盛り上げるイ

ベントとなった。

事業成果

全14回の公演で総勢867名の観覧者を集客することができた。

また，出演団体が矢川プラス利用登録団体となり，継続的に当施設を活動

拠点とするなど，副次的な効果もあり。

サークル活動などの発表の場は限られており，このような機会を得ること

ができてよかったとの意見も多く，出演者からも好評であった。
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④ エ）矢川プラス音楽の日「ジャズに触れる・親しむ」

事業名称 矢川プラス音楽の日～ジャズに触れる・楽しむ日～

担当部署 矢川プラス

実 施 日

2024年1月28日(日)

①ママとジャズ 15:00～16:00

②大人のNIGHT JASZZ 18:00～19:30

実施場所 矢川プラス みんなのホール

事業目的

子ども連れでは機会の少ない音楽ジャンルであるジャズを親子で楽しむ

機会を提供すること。

また，特に施設に来館する機会の少ない高齢者などに施設を知ってもら

う機会として，大人限定の公演を試験的に実施する。

事業内容

第一部は「ママとジャズ」と題して，主に乳幼児連れの親子を対象に，

リトミックなども取り入れた公演を実施した。

第二部は｢大人のNIGHT JAZZ｣と題して，18歳以上を対象に事前申込

制とし，地元商店会の協力をいただき飲食物の物販も試験的に実施した。

事業成果

第一部は95名の観客を集客し，第二部は事前申込65名(満席)，立ち見

含め総勢93名の集客ができた。
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⑤ ランチタイムコンサート「クラシックライブ+」

事業名称 矢川プラスランチタイムコンサート クラシックライブPLUS

担当部署 矢川プラス

実 施 日

第1回   6月28日(水) 11：45～12：30

第2回   8月  9日(水) 11：45～12：30

第3回 10月11日(水) 11：45～12：30

第4回 12月13日(水) 11：45～12：30

第5回   2月14日(水) 11：45～12：30

実施場所 矢川プラス みんなのホール

事業目的

プロの演奏家による生演奏を通して，子どもたちに心の健康と豊かな体

験を届けるとともに，親子を支援する活動に音楽を取り入れることで，新

たなコミュニケーションのきっかけとなることを目的として開催した。

事業内容

市内の子ども食堂を実施している「たまご食堂」において活動実績が

あった「一般財団法人100万人のクラシックライブ」の協力により，ヴァ

イオリンとピアノによるクラシックライブを開催した。

◆開催回数：全5回（自由鑑賞）

事業成果

みんなのホールでの開催とし，乳幼児とその保護者だけでなく，高齢者

やしょうがいを持った方の鑑賞もあり，子どもから大人まで誰もがクラ

シック音楽を気兼ねなく楽しめるイベントとなった。

◆参加者数：第1回 56人，第2回 82人，第3回 81人，

第4回 96人，第5回 94人

◆アンケート結果：満足（とても満足・満足）94%

どちらでもない 0%

不満（とても不満・不満） 0%

無回答 6%
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⑥ 夏の音楽会

事業名称 夏の音楽会

担当部署 矢川プラス

実 施 日 2023年8月20日(日)14:00～15:00，16:00～17:00

実施場所 矢川プラス とおり土間・みんなのホール

事業目的
地域のにぎわいづくりと，子どもたちの豊かな育ちを推進するため，普段

触れる機会の少ない日本の伝統楽器の演奏を聴く体験を提供する。

事業内容

地域の福祉団体(天成舎)の代表を務める尺八演奏家の｢三代目 小池 玲山｣氏

との共催で，第一部は親子向け，第2部は大人向けのコンサートを開催した。

また，同団体が施設内に設置している途上国等へのワクチン寄付につながる

ペットボトルキャップ回収容器のPRも併せて実施した。

事業成果

延べ約126名の観客を動員することができた。

尺八や箏，二胡など，普段触れることが少ない楽器の演奏を間近で聞く貴

重な機会を提供することができた。」
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①みらいミーティング

（5）地域連携事業

事業名称 矢川プラスみらいミーティング

担当部署 矢川プラス

実 施 日
第2回 2024年1月12日(金) 19：00～20：00

（回数は開催回数の通算）

実施場所 矢川プラス 多目的ルーム

事業目的

地域住民の声を施設運営に活かしていくとともに，施設内の機能が十分に

活用されるよう利用を促進していくことを目的とし，近隣自治会やメルカー

ド商店会と意見交換や情報共有を行った。

事業内容
矢川プラスの利用状況や実施イベントを紹介するとともに，矢川プラス周

辺地域で起こった変化等について意見交換を行った。

事業成果

矢川プラス近隣自治会（主に国立第六小学校区）とメルカード商店会の計

12団体に声をかけて開催。

意見交換では，矢川プラスの施設や実施イベントに対しては好意的な意見

が多い一方で，高齢者へのアプローチ方法について工夫が必要などの意見も

あった。

◆出席団体数：第1回 8団体，第2回5団体
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②スポーツの日（東京女子体育大学連携）

事業名称 東京女子体育大学｢スポーツの日｣

担当部署 矢川プラス

実 施 日

第1回 5月28日(日)        9：30～12：00

第2回 7月15日(水)        9：30～12：00

第3回 10月  9日(月・祝) 9：30～12：00

第4回 12月  2日(土)        9：30～12：00

実施場所
矢川プラス

（とおり土間・みんなのホール・多目的ルーム・みんなのひろば）

事業目的
体育大学の大学生が子どもたちに季節にあわせた多様スポーツ体験を提供す

ることで，多世代交流や学生たちの実践的な学習の場となることを目的とする。

事業内容

東京女子体育大学の学生の授業の一環として，矢川プラス館内と屋外のみん

なのひろばにさまざまな子ども向けスポーツ体験のブースを出展する。

夏には水遊び，冬にはクリスマスをテーマにした体験など，季節にあわせた

テーマで実施した。

事業成果

4回にわたり，さまざまなスポーツ体験を提供し，大学生と子どもたちとの

多世代交流の場となった。
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③ ア）介護予防教室（東京女子体育大学連携）

事業名称 介護予防教室「楽しくからだを動かそう～心身ともにリフレッシュを～」

担当部署 矢川プラス

実 施 日

第 1 回：令和5年 5 月31日(水) 13：00～14：20

第 2 回：令和5年 6 月28日(水) 13：00～14：20

第 3 回：令和5年 7 月26日(水) 13：00～14：20

第 4 回：令和5年 8 月30日(水) 13：00～14：20

第 5 回：令和5年 9 月27日(水) 13：00～14：20

第 6 回：令和5年10月25日(水) 13：00～14：20

第 7 回：令和5年11月29日(水) 13：00～14：20

第 8 回：令和5年12月20日(水) 13：00～14：20

第 9 回：令和6年 1 月17日(水) 13：00～14：20

第10回：令和6年 2 月21日(水) 13：00～14：20

第11回：令和6年 3 月13日(水) 13：00～14：20

実施場所 くにたち未来共創拠点矢川プラス 多目的ルーム・みんなのホール

事業目的

高齢者がこころとからだの健康を保ちながら，住み慣れた地域での生活を継

続できるよう，体操や学生との交流と通した介護予防や生きがい支援を目的と

する。

事業内容

◆講師：東京女子体育大学 教授 土井晶子氏 他

◆募集人数：各回30名

高齢者を対象とし，東京女子体育大学との共催により月1回，東京女子体育

大学の学生とともに体操とレクリエーションを実施している。

事業成果

◆参加者数

第1回22名/第2回34名/第3回23名/第4回23名/第5回17名/

第6回32名/第7回36名/第8回30名/第9回24名/第10回32名

第11回26名

参加者からは「毎月楽しみにしている」「学生との交流が楽しい」などの声

があり，高齢者の介護予防や生きがい支援となっている。
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③ イ）介護予防教室特別企画（東京女子体育大学連携）

事業名称
介護予防教室特別企画

「東京女子体育大学でからだを動かして心身ともにリフレッシュを」

担当部署 矢川プラス

実 施 日 2023（令和5）年12月 6日(水) 10：20～11：50

実施場所 東京女子体育大学

事業目的

東京女子体育大学との共催で月1回開催している介護予防教室の特別企画と

して，高齢者の外出意欲の向上，参加者同士や学生との交流を目的としている。

また，東京女子体育大学の土井教授の授業「レクリエーション演習」を履修

している学生と一緒に開催することで，高齢者とのレクリエーションを通して

学生の知見を広める機会とする。

事業内容

◆講師：東京女子体育大学 教授 土井晶子氏

◆募集人数：50名

東京女子体育大学の見学後，構内のホールで体操やレクリエーションを実施

し学生と交流した。イベント後には学生と一緒に食堂で昼食をとった。

事業成果

◆参加者数：30名

（60代3名，70代6名，80代11名，90代2名，不明8名）

◆アンケート結果

【回収枚数：24枚】満足（とても満足・満足）92％

普通  4％

                               不満（とても不満・不満）  0％

                               未記入 4％

参加者からは「学生との交流が楽しい」「普段家に閉じこもりがちだからま

た参加したい」などの声があり，普段なかなか入ることができない大学内での

交流を楽しまれていた。
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④サマーデイズナイト（矢川メルカード商店会）

事業名称 矢川まつり サマーデイズナイト(矢川メルカード商店会主催)

担当部署 矢川プラス

実 施 日 2023年9月2日(土)

実施場所 矢川プラス とおり土間・みんなのホール・みんなのひろば

事業目的 地域のにぎわいづくりのため，地元商店会の夏祭り開催を支援する。

事業内容

地元商店会(矢川メルカード商店会)が主催する夏祭り｢サマーデイズナイト｣

の会場として矢川プラスを活用し，運営を支援した。

屋外ひろばに飲食店舗を開設したほか，館内は休憩スペースとして開放，屋

外ステージではバンド演奏やよさこいステージなどを開催し，地域一体が盛り

上がるイベントとなった。

事業成果

当日の館内来館者数だけで延べ6,447名を記録し，地域のにぎわいを創出で

きた。
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⑤子ども会議（一橋大学澁澤塾）

事業名称 こども会議

担当部署 矢川プラス

実 施 日

第1回 2023年12月  2日(土) 14：00～16：00

第2回 2023年12月  6日(水) 15：30～18：00

第3回 2023年12月  9日(土) 14：00～16：00

第4回 2023年12月13日(水) 16：00～18：00

第5回 2023年12月16日(土) 14：00～16：00

第6回 2024年  2月  3日(土) 14：00～16：00

※2024年2月16日(金)～2月29日(木) 活動記録パネル展示

実施場所 矢川プラス こどもラボ他

事業目的

子どもたちがまちの課題を見つけ，解決策を考え，市長に提言することを通

して，①主体的に問題解決に挑む力と，②社会の様々な問題を発見する目を育

てることを目的して，一橋大学公認学生団体澁澤塾が企画し，国立市と社会福

祉協議会と事業団の共催により実施した。

事業内容

第1回 オリエンテーション，インタビューの準備

第2回 インタビューを実施

第3回 インタビューの振り返りと解決策の議論

第4回 解決策のまとめ

第5回 解決策を発表

第6回 市長へ解決策を発表

事業成果

◆申込児童数5名（当初は6名であったが，うち1名諸事情により欠席）

◆参加者数 全6回延べ62名（児童26名，大学生36名）

参加児童は，澁澤塾学生のサポートを受けながら，①主体的に問題解決に挑

む力と，②社会の様々な問題を発見する目を育てる姿を見ることができました。

児童からは，「大学生のお兄さん，お姉さんと毎回お話できるのが楽しい」や

「学校でもこういう授業をやってほしい」という感想がありました。
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⑥囲碁将棋体験コーナー（老人福祉センターなごみ）

事業名称 囲碁将棋 体験・対局コーナー

担当部署 矢川プラス

実 施 日

令和5年12月  6日(水)14：00～16：30

令和6年  1月10日(水)14：00～16：30

令和6年  2月  7日(水)14：00～16：30

令和6年  3月  6日(水)14：00～16：30

実施場所 くにたち未来共創拠点矢川プラス みんなのホール

事業目的
矢川プラス館内における高齢者による活動の活性化及び囲碁将棋を通し

た多世代交流を目的とする。

事業内容

◆協力：老人福祉センターなごみ 囲碁サークル・将棋サークル

月1回，老人福祉センターなごみで活動する囲碁サークル，将棋サーク

ルの方にお越しいただき，主に子どもを対象とした囲碁将棋の体験・対局

コーナーを設置している。

事業成果

小学生や高校生，囲碁を教えてほしい大人など，様々な世代の方の参加

があった。

国立市観光まちづくり協会から巨大将棋盤の貸与を受け，複数人で対局

を楽しむなど，多世代交流のきっかけとなっている。
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①行政視察

日にち 視察者 人数
4月24日 相模原市教育委員会（生涯学習部生涯学習課） 18
5月6日 鎌倉市長 2

5月15日 多摩市長（資産活用担当） 3
6月2日 武蔵野市（子ども家庭部子育て支援課） 7
6月5日 台東区（区民部子育て・若者支援課） 6

6月22日 日野市（子ども家庭部子育て課さかえまち児童館他） 4
6月30日 福島県白河市（市長公室地域拠点整備室） 2
7月14日 文部科学省（初等中等教育局幼児教育課） 9
7月15日 鎌倉市副市長 1
7月31日 逗子市長（教育部子育て支援課） 6
8月22日 鎌倉市（まちづくり計画部市街地整備課庁舎整備担当） 12
9月2日 逗子市教育委員会教育長 5

10月2日 福生市長（子ども家庭部） 12
10月13日 広島県呉市（子ども支援課） 1
10月17日 狛江市（公民館・図書館・施設課） 7
11月17日 国分寺市（子ども家庭部） 3
12月19日 立川市教育委員会（教育長・教育委員・教育総務課） 14
1月22日 府中市子ども家庭部（地域子育て支援センターはぐ） 10
3月11日 西尾市教育委員会（生涯学習課） 5

日にち 視察者 人数
7月4日 立憲民主党都内地方議会議員(国立/昭島/東村山/江戸川/狛江) 5

10月20日 二宮町議会教育福祉委員会委員 8
11月9日 小平市議会厚生委員会委員 13

日にち 視察者 人数
5月17日 世田谷区立教育総合センター ㈱そごう・西武（一部委託） 2
5月25日 岡山県倉敷市児島児童館（社会福祉事業団：指定管理運営） 3
6月27日 くにたち観光案内人 12
7月10日 府中市民生委員 3
9月13日 国立市社会福祉協議会かるがも部会 14
9月22日 東京行政相談員第11支部 20

10月13日 国立市中地区民生委員 10
11月13日 鎌倉市第三地区民生児童委員協議会 22
12月1日 公益財団法人アーバンハウジング子育て環境研究会 5
2月13日 社会福祉法人まちだ育成会 4
2月23日 東北公益文科大学大学院 12

3－5. 矢川プラス外部視察の状況

③その他行政関連団体等視察

②議会関係視察



3－6．矢川プラス拠点の支出状況
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決算額 主な支出内容

66,060,142

職員給料 11,626,653 職員の給料

職員賞与 3,465,643 職員の賞与

非常勤職員給与 37,619,835 嘱託職員及び非常勤職員の給料及び賞与

退職給付費 1,468,500 WAM退職者共済

都社協従事者共済掛金事業所負担分

法定福利費 11,879,511 社会保険料及び労働保険料事業所負担分

17,542,090

水道光熱費 6,463,755 矢川プラス電気料、ガス料、上下水道料

消耗器具備品費 4,448,403 こどもラボ及び子育てひろば事業用玩具等

施設運営消耗品

保険料 1,848 イベント時レクリエーション保険料

賃借料 3,843,675 予約システム利用料，券売機クラウトシステム利用料

トイレ臭気対策器具レンタル料，複合機賃借料

教育指導費 2,521,886 キャリアアップ研修講師謝礼，講座相談事業費

雑費 262,523 スタジオ楽器講習会費用

26,760,950

福利厚生費 215,369 職員定期健康診断委託料、総合福利厚生事業委託料

職員被服費 46,867 矢川プラス貸与被服購入

旅費交通費 9,040 出張旅費，コインパーキング代

研修研究費 204,777 採用者研修費，研修用図書購入，自主研修助成金

修繕費 1,854,010 トイレ引き戸修繕，冷水機配管修繕，ひろば建具修繕

事務室吹抜カーテン取付集修繕

通信運搬費 538,431 Wi-Fi接続サービス利用料、光回線利用料、郵便料

会議費 240 会議お茶代

広報費 729,380 施設パンフレット製作費、HP費、イベント出演者謝礼

業務委託費 19,936,157 機械警備業務委託、ごみ処理業務委託、

通行量調査業務委託、建物管理業務委託

手数料 296,785 振込手数料，ピアノ調律手数料，

キャッシュレス決済手数料

保険料 51,320 施設賠償責任保険料

租税公課 101,200 契約書用収入印紙代

保守料 2,771,074 電気設備，消防設備保守点検料、施設HP保守料、

複合機保守料，エレベーター保守点検料，

無線AP保守料

雑費 6,300 都社協従事者共済入会金、都社協年会費

1,661,110

器具及び備品取得 1,661,110 事業用ノートパソコン、大型可動間仕切り棚

8,654,560

退職給付引当試算 154,560 都社協従事者共済会退職共済掛金

人件費積立資産 8,500,000 矢川プラス職員人件費積立

120,678,852

科目

人件費支出

事業費

事務費

合計

固定資産取得支出

積立資産支出

単位：円
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